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１








　仕事を終えて店を出た瞬間、冷たい風が吹きつける。結ゆう城き嘉よし人とはジャケットの襟をかき合わせ、深く息を吐いた。

　高校まではサッカーをやっていたし、今でも身体は鍛えている。おかげで体つきはガッシリしているものの、だからと言って冷えないわけではない。

「寒っ……冬にはまだ早いだろ。ったく、勘弁しろよ」

　誰にともなく毒づきながら、嘉人は空を見上げた。

　ビルに囲まれた新宿の街では、満足に空を拝むことも出来ない。それでもビルの切れ間から覗く満月に、嘉人はホッとして息を吐く。

　ホストクラブ『夢幻』で働くようになって、もう七年が過ぎようとしている。当時はようやく成人したばかりで右も左もわからない状態だったが、これだけの月日が流れれば店でも重要なポジションを担うことになる。今年から名前の横に「副主任」などとつくようになったおかげで客を見送った後にも細々とした雑事があり、今日も帰りは深夜三時だ。

　出勤が翌日夕方六時であることを考えたら、生活にはかなりのゆとりがある。様々な事情を抱えた人間が集まってくる職場ではあるが、その分バックグラウンドを掘り返されることもなく、犯罪さえ犯していなければ細かなこと心に秘めたままでいい。そんな気楽さが性に合っていた。

　これから先もこの仕事を続けるのなら、経営者になることも視野に入れるべきだ。先日支配人から言われたことを思い出しながらも、今日のところは酒でも飲んで寝てしまおう。そんな暢気な気分で歩き出し――ふと、足を止めた。

「……え？」

　思わず声が出たのは、物陰に身を潜めるようにして人が座り込んでいたからだ。

　膝を抱え、俯いて、小さく縮こまっている。肩口くらいまである銀髪が重力に引かれてさらりと流れ、顔を覆い隠していた。華奢な身体つきをしているのに、緩めのニットとスキニーのパンツだけという薄着で、寒風に吹かれ震えている。

　まさか、具合でも悪いのだろうか。嘉人は心なしか早足でその人影の元へと向かう。

「おい、お前、何してんだ？」

　声を掛けると小さな身体がピクリと震え、ゆっくりと顔を上げた。

　その瞬間、嘉人は息を呑む。
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（……綺麗だ）

　じっと嘉人を見つめる瞳は、透明なガラス玉のようだった。深夜の新宿、それも裏道の物陰だ。灯りもさほど多くはなく、足下は闇の濃度が濃い。にもかかわらず、その瞳の輝きに、嘉人は目を奪われた。

　透明なガラス玉は、うっすらと涙に覆われている――その儚さに、一瞬言葉を失った。

　まるで怯える子猫のように、その瞳は揺らいでいる。女の子、だろうか。見た限りでは高校生くらいに思えるが、だとしたら深夜の裏路地で一体何をしているのか。

　結論は、考えるまでもなく出た。

「もしかして……家出か？」

　問いかけると、子どもの身体がビクリと震える。どうやら図星のようだ。正解を引き当ててしまってから、嘉人は深くため息を吐く。

　気づかなければよかった。そうすれば、知らないふりをすることも出来たのに。だが、見つけてしまった以上、子どもを放置して立ち去ることも出来ない。

「……やれやれ」

　ため息を零しながら、嘉人はその場にしゃがみ込む。

「おい、何が原因で家出したのか知らないけどな、高校生がうろついていい時間じゃねぇぞ」

「……それ、僕のこと？」

　首をかしげながら、自分を指差す。張りのある声だ。女の子にしては低いが、だから『僕』などと自称するのだろう。いわゆる「ボクっこ」というやつか――などと関係無いことを思いながら、嘉人はこくりと頷いた。

「お前のこと。他に誰がいるんだよ」

「いや……僕、保護対象に見えるのかなって思って」

「何言ってんだよ、ったく……ガキは自分がガキだってことを認識しねーんだよな。だから無茶やらかすんだ」

「否定はしないよ。無茶、やらかしてきたところだから」

「そういうとこだけ素直かよ。だったら素直ついでにおうちに帰りな。深夜にお前みたいのが一人でいたら何されるかわかんねーぞ」

「変態さんに襲われちゃったり？」

「そうそう。だからさっさと帰れ。なんならタクシー呼んでやるぞ」

「お兄さん、面倒見がいいんだね」

「まーな、こう見えていい人だから」

「見た目からいい人オーラ漂ってるよ」

「そうかよ」

　いい人オーラが出てるというのは、果たして褒め言葉なのかどうなのか。深くは考えないことにして、嘉人はスマホを取り出した。

「ちょっと待ってろ、今タクシー呼ぶから――」

「いや……呼ばなくていいよ」

「は？　んじゃ、歩いて帰るつもりか？」

「ううん、そうじゃなくて……」

　薄紅色の唇が、キュッと横に伸びる。かと思うとその細い腕が、嘉人の身体に絡みついた。

　まるで猫が擦り寄るように、胸元に額を擦りつけてくる。ギョッとして逃げ腰になる嘉人を、その子どもは半ば強引に押し倒した。

「いって……！」

　尻餅をつきながら、のしかかってくる子どもを睨む。

「お前……何しやがる！」

「色仕掛け」

「は？」

「だから、色仕掛け。誘惑してるんだよ、お兄さんのこと。ねえ、僕のこと拾ってよ」

「……わけわかんねえこと言うなって」

　最近の高校生はこんな遊び方をするのだろうか。健全じゃない。嘉人は身体を起こしながら、叱りつけるつもりでその肩を掴む。

「あのなあ、何を考えてるのか知らないが、こういう不健全な遊びをしてるとろくな大人に育たないぞ」

「お兄さんみたいに？」

「そうそう……じゃねぇよ！　あのなあ、今は女子高生が出歩く時間じゃねえんだよ。しかも色仕掛けだのなんだの……ウリでもするつもりか？　そういうのはノリだけでやると一生後悔するんだからな」

「お説教するんだ」

「当然だろ。ろくな大人じゃねぇけど、ガキに説教するくらいの甲斐性はあるんだよ」

「あ、根に持ってる」

「お前、あんまりふざけるなら尻ひっぱたいて泣かすぞ」

「それはやだなあ。僕、痛いの嫌いだから」

「痛いのが好きだったらお仕置きにならないからちょうどいいな。よーし、ケツひっぱたいてやる。セクハラとか言うなよ？」

「お仕置きしてもいいけど、それなら僕のこと拾ってよ」

「わけわかんねぇよ……なんでそうなるんだよ」

「行くところがないんだ。お金も持ってきてなくて、服もこれしかないし……寒くて凍えそうなの。家に連れてってよ」

「いや、それなら自宅に帰ればいいだろ」

「……帰りたくないんだ」

　そう呟いた瞬間、表情がスッと消える。ガラス玉の瞳が凍りつき、まるで良く出来た人形になってしまったように、息を潜めて俯いた。

　尋常じゃない――ふざけたような態度からは想像のつかない反応だった。この子に、一体何があったのだろうか。嘉人は眉間に皺を寄せる。

　嘉人のジャケットをギュッと握る。その指先には力が込められ白くなり、微かに震えていた。

　本当に、見つけるんじゃなかった。たとえ見つけたとしても、声をかけるべきじゃなかった。今更後悔しても遅いことはわかっていながらため息を吐き、銀糸の髪をそっとなでた。

「とりあえず、今日だけだからな」

　その瞬間、子どもの表情に色が戻る。パッと顔を上げると、親を見つけた幼子のように、泣きそうな顔で微笑んだ。

「今日だけと言わず、ずっと置いてよ」

「調子に乗るな」

　コツンと小突いてやると、クスクスと嬉しそうに笑い出す。まったく、本当に困った子どもだ。だがなんとなく突き放せない。

（流されやすいんだよな、俺は……）

　深々とため息を吐きながら、子どもを抱き寄せ立ち上がった。







２








　自宅の鍵を開け中に入ると、子どもは遠慮する様子も見せずにトコトコと部屋に入っていく。

「おい、まずはちゃんと手洗いとうがいしろ。そっちに洗面所あるから」

「……親みたい」

「うるせーよ。ほら、とっとと洗う！　そしたらホットミルクでも用意してやるから」

「本当に子ども扱いだね」

「実際子どもだろうが、家出なんかして来やがって」

「まあね。でも、ちょっと誘惑されたからって、どこの誰ともわからない子を連れ込んだお兄さんだってたいがいだと思うよ？」

「あ、そうだよ、それだ！」

　声を張り上げる嘉人に、驚いたように目を見開く。

「どうしたの？」

「どうしたのじゃねーよ。お前、名前は？　それすら聞いてなかったこと思い出したんだよ」

「ああ、そういうこと……今更だね」

「うるせーよ」

「僕は、美み園その深み雪ゆき。深雪ちゃん、って呼んでいいよ」

「はいはい、深雪な。俺は結城嘉人」

「へえ、いい名前だね、嘉人」

「呼び捨てかよ……まあいい。んじゃ、とっとと手洗いうがい。終わったらリビングに来いよ」

「むー……」

　深雪はむくれたように嘉人を睨むが、知ったことではないとさっさと手洗いとうがいを終えて洗面所を出る。どこから来たのかを問いただすつもりはないが、名前すら聞いていなかったのは失敗だった。どうせ明日には追い出すのだから名無しでもいいのだろうが、説教するならきちんと名前を呼んでやりたい。

　そんなことを考えながらミルクパンに牛乳を入れて温める。赤い炎を調整しながら、みそのみゆき、という名前を呟いてみる。

「……なんか馴染む名前だな」

　理由はわからないが、口にするとやけに落ち着く。不思議な感覚に首をかしげていると、背中に何かがぶつかった――もとい、抱きついた。

「僕の名前、気に入ってくれた？」

「お前……火を使ってるときにいきなり飛びかかってくるな、危険だろうが」

「ごめんね。でも、名前呼んでくれたから」

「呼んだんじゃなくて確認してたんだ。深い意味はない。っつーか離れろ」

「えー、この方があったかいからこのままがいいな」

「ホットミルク入れづらいだろ。ほら、あっちにソファがあるからそこに座ってろ」

「もう、つれないなあ」

「お前、あんまり大人をおちょくるなよ？」

「おちょくってないよ、甘えてるだけ」

　クスクスと笑いながら嘉人から離れ、素直にソファへ移動していく。そんな深雪を目で追いながら、嘉人は深々とため息を零した。

　やはり、連れてくるべきではなかった。本当に厄介な拾いものをしてしまったものだ。ソファに座ると両足を抱え、小さくなってこちらを見ている。小動物のような深雪を見ながら、もう一度深々と息を吐く。

　どこの誰ともわからない子どもを連れて来た自分も自分だが、明らかにチャラい格好をした男にほいほい付いてくる深雪も深雪だ。嘉人にその気がないからいいものの、下手な男に付いて行っていれば、今頃綺麗な身体ではいられなかったかもしれない。

　ちゃんと理解しているのだろうか、あの子は。こうなったら一度きちんと説教してやらないといけないかもしれない。暖かいホットミルクにはちみつを垂らしながら考えることじゃないと思いつつ、完成したマグカップを手にソファに向かう。

「ほら、深雪。これ飲んで温まって」

「あったまるなら、熱めのお湯を張ったお風呂がいいな」

「図々しすぎるぞ。それとお前、男の家で風呂入るとか言うな。ろくでなしに捕まってたらどうなるかわかってんのか？」

「シャンプーの香りとかしてたら抱きたくならない？」

「……なあ、お前、常識って知ってる？」

「えー？　知ってるよ、それくらい。バカにしてるの？」

「知ってるならなお悪い。わざとやってるってことか」

「あ、このホットミルク美味しい」

「人の話を聞け！」

「飲めって言ったのはそっちなのに」

「確かに言ったが今言うべき感想じゃないよな？」

「カリカリしすぎだよ、嘉人。もうちょっと落ち着いたら？」

「お前がフリーダム過ぎるんだよ。あー……ったく」

　ガシガシと頭を掻いて考える。この子を反省させるにはどうしたらいいのだろうか。だが、何を言ってものれんに腕押し。話を聞く様子もない。

「とにかく、男の家で服を脱ぐようなことをするな。世の中まともな男ばかりじゃねえんだから」

「嘉人は自分をまともだと思ってるんだ？」

「少なくともお前よりはな」

「うん、そうだね。僕よりはずっとまとも。でも、僕はお金も持ってないから、これしか方法がないんだ」

「は？」

　何の話かと首をかしげる嘉人の前で、深雪はコトンとマグカップを置く。綺麗に飲み干されたマグカップに気を取られたその一瞬、深雪が全体重を嘉人にかけてくる。

「なっ……何してんだよお前！」

「見ての通り、押し倒してるの」

「お前、さっきまでの話聞いてたか!?　男の家に上がり込んでこういうことをするのは――」

「襲われちゃうから危険だよ、っていうことでしょ？　じゃあ、襲うなら危険じゃないってことだよね？」

「いやいやいや……本当にお前の常識はどうなってるんだ!?」

「これは常識の問題じゃなくて、駆け引きだよ。お金は持ってないから、身体で払おうと思って」

「アホかお前は！　あのなあ、女子高生が帰る場所がないとか言ってるから保護しただけであって、こんなことをさせるために連れてきたわけじゃないんだ！」

「それは気にしなくていいから、僕のことを抱いて既成事実を作った上で前払いしたっていうことにしてこの家に置いてよ」

「頼むから会話をしてくれ！　俺は未成年の女の子に手を出して犯罪者になるつもりはねぇ！」

「それなら安心してよ、嘉人は犯罪者になんかならないから」

「同意があっても俺の方が分が悪いんだよ！」

「そうじゃなくて」

　にっこりと目を細めると、深雪は嘉人にのしかかったまま、ごそごそと服を脱ぎ始める。やめろ、と制止する間もなく上着は脱ぎ捨てられてしまったが――

「……え？」

　その身体を見て、凍りつく。

「お前……男？」

「そうだよ。ほら、ちゃんとついてるし」

　嘉人の手を股間に持っていくと、半ば無理矢理握らせる。感触がある。確かにある。嘉人もよく知るその感触が、深雪のそこに感じられた。

「……マジ？」

「今触ってるじゃない」

「でもお前、俺が女子高生っつっても否定しなかっただろ!?」

「そういうことにしておいた方が話が早いかと思って」

「なっ……」

「だいたい、ずっと『僕』って言ってたでしょ？　声のトーンだって、そこまで女子っぽくないと思うんだけど」

「最初の印象で、女子だと思ってたから……」

「思い込みって怖いね。あと、高校生でもないよ、僕。童顔だから間違われること結構あるけど、今年二十一になったの。だから立派な成人男性」

「嘘だろ!?」

「本当だってば。それを踏まえた上でもう一度言うけど、僕を抱いてよ。で、それを宿賃にして、僕をここに置いて」

　衝撃に呆然とする嘉人の頬を、繊細な指が撫でる。綺麗に整えられた爪が、ほんのわずかに肌を引っ掻いた。

　瞬間、鼓動が跳ねる。

「お……男、だってことを踏まえたら……ますます、おかしいだろ。男を……抱く？」

「うん。多分いけると思うよ、僕。やったことないけど」

「やったことないくせに何を根拠に――」

「そんな気がするから。だから、抱いてよ」

「いやいやいや……駄目に決まってるだろ!?」

「わかった。じゃあいいよ、その気にさせてあげるから」

「はあっ!?」

　止める間もなく、深雪は嘉人のベルトに手をかける。無駄に器用に前をくつろげると、何のためらいもなく嘉人のソレを取り出した。

「うわ、おっきい」

「ＡＶみたいなセリフを言うな！」

「だって、本当におっきいんだもん、仕方ないじゃない。すごいな……何食べたらこんなに立派になるの？」

「お前、ふざけるのもいい加減に――ッ！」

　深雪を押しのけようとした瞬間、肉厚の唇が嘉人のモノに食らいつく。まるでアイスキャンディーでも舐めるようにちゅぱちゅぱと、音を立てながら唇と舌で嘉人のモノを愛撫する。

「……ッ！　お、前……」

　肩口まで伸びた髪を耳に掛けながら、深雪は舌を蠢かせる。唾液をたっぷりと滴らせると、一度口を離し嘉人の先端を慈しむように口づけた。

「んっ……ぁ、は……おま、え……やめ……――」

「ふふ……」

　クスクスと笑いながら、深雪は美味しそうに肉棒をしゃぶる。先端を包み込んだと思ったら、今度はゆっくりと筋を辿って根元へ。茂みをかき分けるように甘噛みしたかと思ったら、再びゆっくりと亀頭へ移動し、ぺろぺろと舌で筋を舐めた。

　股間はゆっくりと膨張し、小さな口の中で破裂しそうになっていく。完全に硬直したそれを、深雪はニヤリと笑いながら両手で包んでこちらを見上げた。

「ねえ、おっきくなってる」

「それは……」

「フェラされたから？　刺激を与えたら誰だっておっきくなるって？　でもさ、それにしては早くない？　いくら刺激を与えても、気持ちが萎えてたらこんなに早く硬くならないでしょ？」

　やわやわと熱の塊を握りながら、挑発するようにたたみかけてくる。そのひとつひとつを否定してやりたかったが、結局言葉にはならないままに目を逸らした。

　図星だった。

　深雪の舌は、まるで猫の子のようにざらついていて、筋を這うだけで気持ちがいい。分厚い唇は興奮のせいか血が通い、さっきよりも赤くなっている。白い肌に頬を流れる銀糸の髪、嘉人を見上げるガラス玉の瞳――どれも、嘉人を昂揚させる。

「ほら……えっちしたい、って顔してる」

「…………」

「ね、したいんでしょ？」

　もそもそと服を脱ぎながら、深雪は三日月形に目を細める。裸体を晒した彼の股間には確かに嘉人と同じモノがあり、ゆるりと持ち上がり微かに愛液を零していた。

「僕も、おっきくなってるの。嘉人のおちんちん、美味しかったから」

「……そういうこと言うな、萎える」

「えー？　じゃあ、どうしたらその気になってくれる？　おっぱい触る？」

「ねぇだろ、そんなの」

「うん、ないんだよね。でも、乳首でも感じるとか言うし……つまんでみてよ」

「そういう趣味はない。っつーか……」

　ヤる気満々の深雪には、何を言っても無駄だろう。何よりも、最悪なことに嘉人自身もその気になりはじめていた。

　再び跨がろうとする深雪を押しとどめる。その瞬間、拗ねた顔になる深雪の鼻を、思いきりつまんでやった。

「痛いッ！　何するの」

「……乗っかる前に、俺も脱がせろ」

「え!?」

　深雪の顔が、一転して明るくなる。もしかしてコイツ、宿賃云々じゃなくて、単にエッチがしたいだけなんじゃないか？　そんな疑惑を抱きながら、嘉人はシャツを脱ぎ捨てた。

「後悔しても知らないからな」

　脅しのつもりで言い放ったのに、深雪が見せたのは満面の笑みだった。
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　ベッドに深雪をうつぶせにして、腰を高く上げさせる。

　そのまま双丘に手を添えると、大きく両側に割り開き、菊壺に舌を押し入れた。

「あっ……」

　怯えるような声が零れる。それでも構わず舌を押しつけ、先端を中へ押し入れた。

「や……そ、んな……とこ…………ヒッ！」

　良く通る甲高い声が嘉人の鼓膜を刺激する。その心地よさに目を細めながら、わずかに口を離した。

「ちゃんとしとかねえと、挿れるとか無理なんだ。我慢しろ」

「で、も……汚い……」

「大したことねえよ、これくらい」

「大したことある……あっ……！」

　先ほどまでの勝ち気さはどこへ消えたのか、深雪は怯えるように身体を硬くした。

　初めて、というのは本当なのだろう。それでよく「身体で払う」などと言えたものだ。たっぷりと唾液を滴らせてから、今度は指を押し込んでやる。その瞬間、開きはじめていた菊花が、再び硬直し蕾になった。

「力抜け。そしたら痛いとかねぇから」

　たぶん、と心の中で付け足しておく。実際、嘉人だって男を抱いたことはない。それがどういう世界へ繋がっているものなのか、全く想像がつかなかった。

　かろうじて持っている知識をフル活用して、嘉人は深雪の緊張をほぐす。強引には押し広げずに、まずはゆっくりと指で慣らす。一本だけならば痛みはきっとないだろう。中に入っている感触にも、徐々に慣れて来たらしい。深雪の身体から力が抜ける。そのタイミングを見計らって、蕾の中でわずかに指を折り曲げた。

「あっ……ん、は……」

「痛いか？」

「……ん……痛く、ない……けど……なんか……変……」

「そりゃそうだろうな。こんなトコ、普通は入れねぇんだし」

　それでも、深雪の身体は思いの外この行為に馴染んでいる。気持ちよさそうに吐息を漏らし、芯も硬くしなっている。それでも、若干からだが震えてしまっていることに、嘉人は気づいた。

　押し込んでいた指を、一度抜き取る。その瞬間、深雪の身体が弛緩した。どうやら相当力が入っていたらしい。

「ほら、怯えんな。ヤるっつったのはお前だぞ？」

「で、でも……」

「でももクソもねぇよ。今更逃げるんなら、ここに置いてやんねーよ？」

「や、やだ……そんなの、やだ」

　フルフルと首を振る深雪に、苦笑しながら蕾を撫でる。親指の腹で円形を描くようにして、まずは入口だけでも柔らかくしてやらないと。

「ん……ぁ、ん……」

　時折零れる吐息が、徐々に艶を帯びていく。それから改めて、一本目の指を押し込む。最初は大きく円を描くように指を動かし、入口の穴を広げていく。初めてのその場所は、少しずつ、少しずつ解れていった。

「そ、そこ……も、広がらない……」

「広がる。ちゃんと俺が広げてやるよ」

「だ、って……は、はいらない……」

「入る。入ってるだろ、今、指が」

「そんなの、細いもん……」

「なんだよ、さっきまで元気だったくせに」

「だってぇ……」

「言い訳は聞かねぇよ。セックスってのはこういうことなんだって思い知れ。クソガキが遊びでやっていいことじゃねーの」

「が……きじゃ、ない……！」

「セックスも知らないようなやつはガキなんだよ。ほら、もっと腰上げろ」

「うー……」

　だだっ子のように唸る深雪に苦笑する。二十一だと言っていたが、果たしてそれは本当なのだろうか。悪い冗談じゃないだろうか。もっとも、嘘や冗談だったなら、それはそれで問題なのだが。

（犯罪者にはなりたくねぇしな……）

　精神年齢が幼いだけなら、別に嘉人に罪はない。だから彼が本当に成人であることを祈りつつ、押し込んだ指を大きく回す。

「はぁ……ひ、ひゃん……！」

「ははっ、可愛い声」

「うー……言う、なぁ……」

　涙交じりの声に、少し苛めすぎたかと反省する。だが、これくらいしても構わないだろうとも思った。少し思い知った方がいい。セックスをして家に置いてもらおうなど。二度と考えられないように、少し派手にやってやらないと。

　折り曲げ、回転させ、暖めながらほぐした後孔から一本目の指を抜き取る。直後、嘉人は指を二本に増やし、双丘の中心へと押し込んだ。

「ヒッ……あ、あ……――！」

「どうした？」

「ど、した……じゃ、なくて…………ッ！」

「嫌？」

　わかっていながらわざと尋ねれば深雪はゆるゆると首を振る。二本の指を押し込んだまま、身を乗り出して耳元で囁く。

「じゃ、イイ？」

　ビクリと身体を強ばらせた深雪が、ゆるゆると力を抜きながら、微かに頷く。

「変……なんか、すごく……でも……やじゃ、ない……」

「そ。なら、安心して入れられる」

「いっ……ぁぁ……っ！」

　二本の指をぐりぐりと回してやると、一瞬上がった悲鳴も、すぐに恍惚の吐息へと代わる。

「あ……ぁ、ん……それ……それぇ……」

「これが……どうした？」

「ん……すごく……もっと、ほしい……」

「……わかった」

　日本語もおぼつかなくなっている。どうやらだんだんこの行為にハマってきたようだ。

　指を深く、根元まで入れてほんのわずかに折り曲げる。その状態のまま、肉壁を引っ掻くようにくるりと回せば、深雪は背中をのけぞらせた。

「ああああっ……ぁ、やぁああん……！」

　まるで猫が発情するように、深雪の声は高く響いた。

　気持ちよさそうなとろりとした目に、もう少しいけると判断する。一度指を抜き取った嘉人は、今度は三本に増やして、一気に奥まで押し込んだ。

「ふああっ……それ、いい……いい、もっと……もっとぉ……！」

「うわ、処女とは思えねぇヨがり方……いいじゃん、深雪、才能あるよ」

「な、んの……さいの…………ああっ！」

　中でバラバラと指を動かせば、突き出すように尻を持ち上げる。そのせいでより深くまで指が入り、深雪は半狂乱になって泣く。

「や……あぁ……っ……も、やら……それ、それぇ……！　も、もっと……おかし、く、ひうっ……！」

「上出来……初めてでこんなになるとか、冗談みたいだな」

　一度手を止め、深雪の顔を覗き込んだ。彼の瞳がこちらに向けられる。ガラス玉はわずかに充血して、水晶のような雫を滴らせていた。

　痛みでも、恐怖でもない。それはきっと、甘い涙だ。後ろの指を抜き取って、目尻に軽くキスを落とす。そのまま身体を起こした嘉人は、深雪の入口に己の先端を押し当てた。

「……痛かったらやめるから、言えよ」

「……うん」

　弱々しく頷く。それをちらりと見てから、思い切りよく最奥まで侵入した。

「あああッ……！」

　甲高く響くテノールが、嘉人の脳髄まで沁み入ってくる。深雪の零す嬌声は、まるで調律のされた楽器のように、張りのある音を奏でていく。

「ヒッ……あ……ぁ……よし、とぉ……」

「……何？」

「すこ……し、い、たい……」

「……なら、やめる？」

　押し込んだまま身体を倒し、耳元に吐息をかけてやる。瞬間、身体をしならせた深雪は、心地よいメロディを響かせながら、ゆるゆると首を横に振った。

「やだ……やめないで……もっと、ほしい……」

「……初めてのくせに」

「ん……ぁ……そ、いう……の……だめ……？」

「だめじゃない……から、もっと声、出して」

　囁きながら腰を動かせば、再び甘やかな声が響く。その音が身体を包むごとに、嘉人の正気も失われていく。

「やぁっ……あああっ、も……だめ、だめぇ……！」

　首を振り、身体をよじり、嫌だ、だめだとわめいている。それでも深雪の昂ぶりは萎える気配を見せず、腰も自ら奥へ奥へと導いてくる。

「ダメとか言う割に、ヨさそうじゃん」

「あ……ぁ、あ……たりない……たりないよ、もっと……」

「もっと？」

「もっと……おく、いっぱい……いっぱい、して……――」

　可愛らしい声で強請られれば、与えないわけにはいかない。嘉人は深雪の身体を引き寄せ、唇を深く重ねた。

「いいよ……もっとしてあげるから、声、出して」

　唇を重ねたまま、囁く。嘉人の昂ぶりは、熱く硬く深雪を襲う。

　一度半分ほど引き抜いて、一気に奥まで押し込んだ。

「ひゃぁああん……っ！」

　ひときわ高い声が響いて、嘉人は正気を失うのを感じる。

「ほら……もっと、やるから……声、出せよ……！」

「あっ……ぁぁ……やっ……あっ……はぁっ……！」

　パチュ、パチュ、と、接合部からの音が漏れる。その音と深雪の嬌声が、嘉人の理性を少しずつ、少しずつ、奪い去っていくのだ。

　手加減しなきゃ、とか。

　優しくしてやらなきゃ、とか。

　気持ちよくしてやらなきゃ、とか――

「あ……んっ……おっき、い……まだ、もっと……もっと、ほしい……ほしい……――」

　考えるべきことが、響き渡る音のせいで、ドロドロに溶けて消えていく。そこには理性は残らない。脳内を占めるのは、どうやったらこの声をもっと聞けるかということだけ。

「よし、とぉ……よしと、よしとぉ……も、っと……おく、おくぅ……」

「……この、淫乱」

「ひゃんっ……！」

　腰を掴んで叩きつければ、その瞬間に声が漏れる。それはまるで、歌でも歌っているようだった。強く、弱く、激しく、優しく、動かすリズムを変えるだけで、口から零れる音は変わる。

　肉壁に包まれた自身も、徐々に筋張って脈打っていく。心臓のリズムに合わせるように、何度も何度も、深雪の細い腰に叩きつけた。

「あっ……う、ぁ……はぁ……よしと、きもち……ぃ……きもちぃよぉ……！」

　リズムに合わせて、高く低く、響く声に思考も消える。

（歌、とか……聞いて、みたいな……）

　快楽以外を失った頭が最後に思い浮かべたのがその言葉で。

　――そこから先はもう、ただただ獣のように、欲望をぶつけ続けたのだった。
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　カーテンの隙間から明るい日差しが差し込んでくる。嘉人は大きく息を吐くと、ゆっくりと目を開く。仕事は夜六時からで、家を出るのはだいたい夕方五時くらい。それまでに家のことを済ませてしまわないと――と、考えながらふと、違和感に気づく。

　懐に何かいる。

　自分のものではない体温を感じて、嘉人はおそるおそる目を開く。猫のように背中を丸め、身体をすりつけるようにして眠る深雪がいた。その寝顔はあどけない子どものようで、すやすやと寝息を立てるその姿に思わず和んで息を吐く。が、直後、それどころではないと気づく。

「おい、起きろ深雪」

「んー……」

　いやいやをするように首を振りながら、深雪は布団に潜ろうとする。だが、そうはさせない。嘉人は深雪を引っ張ると、ベッドの上に身体を起こした。

「ん……なに、よしと……」

「何、じゃない。そこに正座しろ」

「なんで」

「説教するからに決まってんだろ。いいから正座！」

「えー……？」

「嫌なら問答無用でケツ叩きでもいいんだぞ？」

「んー、その後セックスしてくれるならスパンキングプレイもありだけど……」

「深雪、お前ってやつは……」

　本気で一発ぶったたいてやろうかと手を振り上げる。さすがに本気で叩かれるのは嫌だったのか、深雪はへらりと笑いながら、ベッドの上でもぞもぞと正座した。

「それで、何の話？」

「……ってか、俺ら裸のまま寝たんだっけか……」

「うん。エッチして後始末してもらって疲れて寝ちゃったから服は着てないね」

「あー……ったく、俺はガキ相手に何を……」

「ガキって言っても僕は成人してるからね？」

「それはわかってる。それでも六つも年下を相手にして何やってんだ俺は……」

「六つかあ……じゃあ僕が小学一年生のときに嘉人は中学一年生なんだ」

「その言い方するとガチっぽいからやめろ！」

「あはは、嘉人って変なところで真面目だよね。ホストなんてしてるのに」

「それとこれとは関係ないだろ」

　睨みつけてやると、嬉しそうに目を細める。なんなんだろう、この子どもは。嘉人は深々と息を吐き、近くにあったシャツを手渡す。

「とりあえずそれ羽織ってろ。俺はちゃんと服を着てくる」

「足崩していい？」

「そのまま正座してろ！　説教はまだ始まってもいないんだからな」

「我慢出来ずに僕のこと味見しちゃったのに、お説教なんて出来る立場なの？」

「……その辺は後で自分で反省するからまずはお前の説教だ！」

「ぶー」

　拗ねたように頬を膨らませる姿は、とても成人しているとは思えない。声は決して子どもではないのに、華奢で童顔で仕草が幼いせいだろうか。

　クローゼットから下着とスウェットを取り出して身につけつつ、未開封のトランクスを手にベッドに戻る。

「おい、とりあえずこれ履け。さすがに風邪引く。あとこっちのジャージも」

「……ぶかぶかなんだけど」

「贅沢言うな。お前みたいなちびっこいやつに着せる服なんかうちにはねーんだよ」

　それでもぶつぶつと文句を言いつつ服を着る深雪に、ため息を零しつつ向かいに改めて座り直した。

　ベッドの上で、お互いに正座して、奇妙な格好であることは間違いない。だが、それ以前にまだ出会ってから二十四時間も経っていない相手と既に寝ているという時点で何もかもが手遅れだ。

「とりあえず、深雪。なんでこんなことしたんだ」

「最終的にノリノリで抱いてきたのはそっちでしょ？」

「確かにそうだけど、そもそも身体で払うとかどこでそんな知識身につけたんだ、初めてのくせに」

「そういうものなんじゃないの？　僕、契約ってそういうものなんだって思って育ってきたんだけど」

「そういうものじゃありません。どんな育ち方したらそうなるんだよ……つーかお前、家出してきたってことは親と暮らしてんのか？　なんで家出てきた？　連絡は入れてるのか？」

「一気に聞かれても答えられないって、落ち着いてよ嘉人」

「お前は落ち着きすぎなんだよ」

　肝が据わっているとでも言えばいいのだろうか。全く動じる気配のない深雪を見ると、ため息が漏れる。これは、余裕のない自分が悪いのか。それとも、深雪が自分を翻弄しすぎなのか。

　どちらでも構わない。もう色々と諦めて、嘉人はひとつずつ深雪に尋ねる。

「元々は親と暮らしてたのか？」

「……そうだよ。母親と二人」

「連絡は？」

「入れるような人が家出すると思う？」

「まあ、そりゃそうか……で、なんで家を出たんだ？」

「……それ、言わなきゃだめ？」

「どうしても言いたくないなら聞かねぇよ。けど、だったら家に帰れ」

「やだってば。しばらくでいいから家に置いてよ」

「しばらくっていつまでだよ。どこの誰かもわからない、何が目的かもわからないガキを家においておけるか」

「成人してるから大丈夫だって」

「あのなあ……」

「まあ、別にいいけどね。どうしても追い出したいならそれでも。そしたらまたどこかで誰かひっかけて、抱かせてあげる代わりに養ってもらうから。年上の綺麗なお姉さんにしようかな。それとも、また男の人にしようかな」

「何考えてんだお前は！」

「そうでもしなきゃ帰らなきゃいけないでしょ。僕は絶対に帰りたくないの。そのためならなんでもするから」

「お前……」

「お願いだから、帰れなんて言わないで」

　深雪にじっと見つめられ、嘉人は思わず息を呑む。透明なガラス玉のような瞳は、真っ直ぐに嘉人を貫いている。その瞳の奥に揺らぐ昏い炎に当てられて、くらりと身体が傾ぐ気がした。

　深雪がまるで縋るように、嘉人の腕を掴む。その指先は震えていた。

　遠くに聞こえる救急車の音が、やがて静かに消えていく。息を潜めるようにして嘉人を見据える深雪は、まるで怯える小動物のようだった。

　その目にほだされた。嘉人は諦めたように首を振り、深雪の頭をポンと撫でる。

「……とりあえずメシだな。チャーハン作るけど、食うか？」

「とりあえず、って……」

「腹減ってるだろ、もう正午過ぎだし。うちにいるなら三食きっちり食うのが約束な。つっても仕事柄夕飯はだいぶ遅い時間になっちまうけど」

「……っ！　ねえ、それって――」

「お前を追い出して無茶されても困るしな。ちょっと待ってろ、作って来るから。あ、好き嫌いあるか？」

「特にないけど……本当にいいの？」

「自分で家に置けって言ったくせに」

「だって、さっきまでずっとダメって言ってたのに」

「……気が変わったんだよ。俺の気まぐれに感謝するんだな」

　くしゃくしゃと頭を撫でてやってからベッドを降りる。キッチンへ向かう嘉人をしばらく呆然と見守っていた深雪だが、すぐにパタパタと追いかけてきた。

　背中から、飛びつくように抱きつかれる。

「おい、やめろって」

「……ありがとう」

　呟く声が、震えている。こんなことでほだされるのもよくないとわかっている。けれどやはり、心が痛む。

「追い出したりしねぇから、一旦離せ。俺、腹減ってるんだよ。お前の分も作ってやるから」

「僕に……料理を？」

「そう。ってわけでお前はここに座ってなさい」

　深雪をソファに座らせると、さっきと同じように頭をくしゃりと撫でてやる。今度は優しい笑みもおまけして。

　驚いたように目を見開いて嘉人を見上げていたのはなぜなのか。

　今はまだその理由に気づく余地もなく、嘉人はキッチンへと向かったのだった。
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　それから二十分もかからない程度で二人分のレタスチャーハンが完成する。それを深雪の前に運んでやると、彼は大きく目を見開いた。

「何、この料理？」

「何ってチャーハンだけど……まさか知らないとか言わないよな？」

「知らない。初めて見た」

「マジで？」

　チャーハンなんてそう珍しい料理でもない。むしろ作るのは簡単な方だ。そんな料理なのに、まさか知らないとでも言うのだろうか。

　どんな生活をしてきたらチャーハンを知らずに育って来られるのか。よくわからないが、おっかなびっくり口に運ぶ姿は、どこか可愛らしいとすら思う。

　ほんのわずかな時間で、すっかり彼にほだされてしまった。自分の単純さに呆れつつも、スプーンを口に運んだ深雪を見れば自然と頬も緩んでしまう。

「美味しい！」

　目をきらきらと輝かせ嘉人の方に顔を向けると、子どものように無邪気な笑みを彼は浮かべた。

「これ美味しいよ。すごい、世の中にはこんな料理があったんだ」

「なんだそれ、大げさだな……どういう生活してきたらチャーハン食ったことないまま二十一年も生きてこられるんだよ？」

「……さあ、どんなだろうね」

　その瞬間、透明な瞳にわずかな揺らぎが生じる。それはほんの微かな黒い炎。嘉人は怪訝に思って深雪を窺う。

　しかし次の瞬間、顔を上げた深雪の目からその揺らぎは消えていた。

「今度これ、作り方教えてよ。僕も作ってみたいな」

　無邪気に笑う深雪にひとまず誤魔化されてやることにして、嘉人は静かに目を細めた。







５








　出勤時刻になって、念のため深雪にこの後どうするかと聞いてみたら家で待っていると返事があった。それは予想していたことだから、好きに過ごしてろとだけ告げて家に置いて出勤した。

　とはいえ、夕べは遅くまで抱き合っていたし、満足な睡眠が取れたとは言いがたい。店を開ける準備をしながら、堪えきれないあくびが出てくる。

「なんだ、随分眠そうだな、嘉人」

　バシッと背中を叩かれ、嘉人はぐえっと声を漏らす。

「なんだその声は。ホストにあるまじき酷さだったぞ？」

「うるせーな……お前がいきなり背中を叩くからだろ」

　振り返り、ケラケラと笑っている同僚を睨みつける。小山内おさない翔しょうはにやつきながら悪かったと口角を上げた。

「けど珍しいな、嘉人。お前、普段は油断してあくびなんかしないだろ。寝不足か？」

「んー……まあな」

「女でも出来た？」

「……んなわけあるか」

　女じゃなくて男相手ならセックスをしていたけれど――などと言えるわけもなく、嘉人は少しだけ考える。だけど男を拾ったと言うわけにもいかず、嘉人は曖昧に笑った。

「猫……そう、猫を拾ったんだよ」

「へー、お前動物好きだったのか？」

「まあ、そんな感じ。愛護精神に溢れてるからな」

　あながち嘘ではないと思いつつ、適当なことを口にする。愛護精神に溢れていなかったら、深雪のことなどとっくに放り出していただろう。自分に利点は何もないのに引き受けてしまったのは、愛護精神以外の何物でもない。そういうことにして背中を向けると、翔は不思議そうに呟いた。

「お前って、家に自分以外のやつを連れ込むの苦手そうなのにな」

　図星を指され、嘉人はピタリと動きを止める。

　確かにそうだ。自宅には、基本的に誰も立ち入らせたくない。あまり深くに踏み込まれたくないのだ。万一それでほだされてしまったらどうしたらいいのか。わからないから、触れたくない。

　こいつにそんな話をしたことがあったか疑問を抱きながら、嘉人は更にいい加減な言葉を重ねた。

「猫にパーソナルスペースもクソもないだろ？」

「まあ、それもそうか」

　翔はあっさりと納得して自分の仕事に戻っていく。

　自分の言葉に納得しきれなかったのは、むしろ嘉人の方だった。
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　自分のテリトリーに他人が入り込むのを躊躇うようになったのは、いつからだっただろうか。

　はっきりと記憶にあるのは大学の頃だ。ちょっとした事件の後から、嘉人は人間不信に陥った。自分のそばにいる人間を、出来る限り遠ざけるようになった。万一のことを考えたら、近くに置きたくなかったのだ。

　人に心を許すこともなくなった。そうすれば、自然と不安も消えた。ただ自分のすべきことをこなせばいいい。それだけ自分に言い聞かせて、毎日を淡々とこなしてきた。

　それはホストになってからも同じだった。この職業が自分に向いていたのは、客はあくまでも金を払ってもてなされるために店に来る。自分は積み上げられたお金の分だけ客を喜ばせ、満足させる。そのわかりやすい関係は、嘉人を安心させてくれた。

　要するに、人づきあいが出来なくなっていたのだ。その原因からは目を逸らしたまま、金銭で成り立つ人間関係にホッとする日々を繰り返す。これでいいのだと嘉人はずっと思っていた。

　いつものように自宅に戻り、鍵を開けて中に入る。いつもはそこで空っぽの玄関を見ることになるが、今日はくつが一足置かれていた。

　灯りの消えたリビングを抜けて、寝室にひょっこりと顔を出す。ベッドの上に人がいた。掛け布団を抱き枕代わりにして、猫のように背中を丸めて深雪が眠っている。

「ったく……それじゃ風邪引くぞ？」

　出会ってからまだ一日。出会い方も何もかもがろくでもなくて、まっとうだとは言い難い。

　だけどそもそも、自分の人生が既にまともじゃないのだ。それなら今更何を躊躇うことがあるのか。どうしようもない人生なら、この子のことだって深く考えることはない。

　金銭で成り立ってはいないのに、自分の領域を侵されても不快じゃない。それが不思議ではあったけれど、身体で成り立った関係だからおおむね今まで通りなのだ。そう、今まで通り、変わらない。自分は何も変わってはいない。

　布団をきちんと掛けてやろうと、抱き締めている腕をほどく。と、深雪はむにゃむにゃと声を出しながらもぞりと寝返りを打った。

　ゆっくりと目が開き、とろんと蕩けた目が嘉人を見上げる。

「……かえってきたんだ……」

　まだ舌先もおぼつかない様子で深雪が呟く。

「悪いな、起こして。でもちゃんと布団かけないと風邪引くだろ」

「ん……よしと……」

「なんだ？」

「……おかえりなさい」

　おずおずと、遠慮するように小さな声で、目は逸らしたまま深雪が言った。その瞬間、胸の奥にじわりと温もりが広がっていく。

　そんな言葉、言われたのは何年ぶりだろう？

　大学に通うために実家を出て以来だから、もしかしたらもう十年近いかもしれない。家に帰ってきたときに、誰かが迎えてくれる。昔は当たり前だと思っていたのに。今ではもう、手に入らない。

　鼻の奥がツンとした。チリリと痛む胸を誤魔化すように唾を飲んで、動揺を悟られないようこちらも目を逸らしたまま、嘉人は久しぶりに口にする。

「た……ただいま」

　その瞬間、深雪は驚いたように目を見開いた。信じられないことが起こったとでも言うように、嘉人を見つめ呆然とする。

「……深雪？」

　普通の反応じゃない。驚いてそっと手を伸ばす。だが、指先が彼に触れるより先に、深雪は静かに涙を流した。

　まるで水晶が零れるように、白い頬に伝って――落ちる。

「……初めて、言われた」

「え？」

　聞き返したが、返事はない。深雪は縋りつくように嘉人を抱き締め、そのままじっと動かなくなる。

　それ以上何かを尋ねることが躊躇われるほど深雪の指には力が入っていて、嘉人に出来たのは、その震える身体を抱き締めてやることだけだった。







６








　美園深雪にとって、この生活は実に奇妙なものだった。

　三日前、なし崩し的に転がり込んだ嘉人の家は、思いの外居心地が良い。ベッドは柔らかいし、キッチンも使いやすい。掃除も洗濯もしやすくて、何より部屋が明るかった。

「嘉人の家ってさ、なんだかすごくあったかいね」

「……そうか？」

　キッチンで洗い物をしていた嘉人が、不思議そうに首をかしげる。深雪が転がり込んで三日目にして、自然と役割分担が出来ていたからだ。

　朝と夜は、深雪が作る。嘉人は昼ご飯を作るのと、朝昼の食事の後の片付けが仕事だ。夜は嘉人は職場のホストクラブで食べてくるし、深雪は与えられた食材で適当に作って食べている。

　今は昼食の後だから、嘉人が片付けをする番だ。彼は丁寧に食器を洗い、次から次へと片付けていく。

「むしろ俺としては、この家は寒いと思うけどな。風通しがやたらいいんだよな。まあ、夏場は涼しくて助かるんだけど」

　これから寒くなる季節だから、その辺りが気になるのだろう。でも、深雪が言いたいのはそういう物理的な話ではない。たぶん伝わらないから、とりあえず放っておくことにしたけれど。

「っていうか、俺の家であったかいと思うなら、お前はどんだけ寒い家に住んでたんだよ？」

「……壁が、コンクリートだったからかな」

「ああ、そういうのか……たまにあるよな、お洒落狙って住みづらくなるやつ」

「そう、そういうの」

「まあ、それなら納得だけど……寒くなったら言えよ。フリースかなんか一枚買えば、多分暖かくなるだろ」

「そうだね……ありがとう。今は平気」

　にっこりと微笑みながら、嘉人はやっぱり変な人だなと心の底から思う。

　こんな、どこの誰ともわからない、何を企んでいるとも知れない人間を、普通家に置くだろうか。よしんば家に置いたとしても、一人残して仕事に行くものなのだろうか。こういうときに、家のものを泥棒されたり、怪しい人を連れ込んで悪いことをしたり、そういう人間だっているだろうに。深雪の乏しい発想力では、具体的に何とは出てこないが。

　何にしても、お人好しすぎる。

「嘉人ってさ、騙されて損とかするタイプ？」

「は？　なんだよいきなり。別に損とかしたことねぇよ」

「え、嘘……」

「嘘じゃねえって。つーか、地味に失礼だな……」

「だって、そういう風に見えるし」

「そうか？　むしろ悪人面とか言われることの方が多いけどな、俺は」

　本気で不思議がって、嘉人は首をかしげている。何を言っているのだろう、彼は。確かにちょっと悪人面はしているかもしれないが、やっていることは善人そのものだ。

　そういう人だからこそ、深雪は居場所を作ることが出来たのだけど。

「……ねえ、嘉人。今日って何時に帰ってくる？」

「まだ出掛けてもねぇのに帰りのことかよ……正直、わからねぇよ、いつものごとく」

「そう……」

「だから寝てていいからな？」

　自分の家に、見知らぬ他人を一人で置いて、泥棒を心配するでもなく、睡眠の心配をしてくれる。なんだろう、この人のいい人具合は。いい人すぎて若干引くレベルだ。

　それでも深雪は、小さく笑って膝を抱えた。

「寝ないで待ってる。でも、無理に帰って来なくていいよ」

「そうか。じゃあ、後でフリースと膝掛けでも買ってきてやるよ。暖房もつけていいけど、それで暖かくして待ってろよ」

　洗い物を終えた嘉人が、近づいてきてポンと頭を撫でる。

（……本当にこの人、どこまで優しいんだろう）

　その優しさに、満たされている自分がいることに、否が応でも気づかされる。

　こんなに優しいなら、自分だって、優しさを返したくなる。もしかしたらそれが、嘉人が騙されないで生きてきた理由なのかもしれない。

　自分なりに結論を出し、嘉人を見上げた。

　少しだけ怖い顔の彼に笑みを向けると、三倍くらいの笑顔が返ってきて――心音が、跳ねた。
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　深雪と暮らし始めて一週間が過ぎたが、思いの外この生活に違和感を覚えなくなっていることに嘉人は気づいていた。

「嘉人、朝だよ。っていうか昼だよ」

　ゆさゆさと揺さぶられて目を覚ます。元々寝起きに弱い嘉人は、こうやって深雪に声をかけられるまでは基本的には起きられない。一週間前まで、一人で暮らしていた頃にはそれでもなんとかまともな時間に起きていたが、人間堕落するのは一瞬だ。気づけば嘉人は、毎日惰眠を貪るようになっていた。

「嘉人ー、起きてって。朝ご飯できてる。っていうか昼ご飯の時間だけど」

「んー……」

「ほーらー、おーきーるー！」

　バシバシと布団の上から叩かれて、嘉人はようやく目を覚ました。重い瞼を持ち上げると、ふくれっ面の深雪がいる。

「嘉人、夜が遅いのを差し引いてもだらけすぎ。いつまでも寝てないで、ほら起きて」

「あー……眠い……」

「きちんとしてそうに見えたのに、案外だらしないよね、嘉人って。洗濯物ももう終わってるよ。掃除機はまだかけてないから、ご飯食べたらかけるからね」

「んー……」

「寝ないでよ？」

「わかってる……」

　観念して起き上がり、ベッドから抜け出す。最初は常識のない無茶苦茶な子どもという様子だった深雪は、蓋を開けてみればきちんとした青年だった。料理、洗濯、掃除などなど、家のことはひととおりこなせる。特に料理はなかなかの腕で、しかし作れるものが大幅に偏っていた。

「お、今日はポトフか」

　キッチンで仕上げをする深雪の後ろから覗き込む。

「寒いからね、生姜を入れたポトフにしたよ。夕飯はグラタンのつもりだけど、食べる？」

「食べるから、ちょっと取っといて。俺好きなんだよな、グラタン」

「意外と子ども舌だよね、嘉人って」

「まーな。その割に自分じゃ作らねーから、今まで外食でしか食ってなかった」

「そんなに難しくないのに」

「いや、難しいと思うぞ。お前、ソースまで自分で作るじゃん。あれ、加減が面倒じゃねえ？」

「うーん……僕はルー？　とか、なんとかのもと、とかそういうのここに来るまで知らなかったから」

「それがすげーんだよな。どんな生活してたんだよ……」

　深雪は当たり前のものを意外と知らない。カレールーを知らないと言われたときには驚いた。そもそも香辛料を多く使うようなものはほとんど食べないらしいし、ソースやたれの類は全て自分で作るらしい。おかげで嘉人のキッチンには、あっという間に調味料が増えていった。

　だが、不思議に思って尋ねても、深雪は曖昧に笑うだけ。言いたくはないのだろうと深追いはしない。嘉人だって、深雪には言っていないことが山ほどある。

　それでも一緒に暮らすだけならば何の問題もない。お互いに過去は振り返らずに、今から先のことだけを見る。そういうルールを守り続ければ一緒にいるのに支障はないのだ。

「出来たよ、嘉人。コーヒーもドリップ終わってるからマグカップに入れて持っていって」

「はいよ。こっちのパンは？」

「それも持ってって。ガーリックトーストにしたから」

「朝から豪華だな」

「もう昼だってば。まあ、嘉人には朝だけど」

　クスクスと笑う姿は、まるで無邪気な子どもだった。童顔だというのを差し引いても、やはり少し幼い気がする。

　意外なものを知らないことと何か関係があるのだろうか。聞き出すつもりはないけれど、それでもやはり、少し気になる。

　もっとも、笑ってくれるのならそれでいい。席に着いて食事をしながら、晴れやかな顔をしているのを見れば、自然とそんな気持ちになる。猫舌でふーふーといつまでも冷ましている深雪を微笑ましく見守りながら、ほくほくのジャガイモを口に入れた。
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「お前、どこか行きたいところがあったら外に出ていいんだからな？」

　と、思わず声をかけたのは、深雪がこの家に来てから今日まで一歩も外に出ていないと気づいたからだった。

「突然どうしたの」

「気になってたんだよ、ずっと。お前、俺が家にいるときに外出たことねえし、俺がいないときも出掛けてねえだろ？」

「そうだね……出掛けてないよ」

「どっか行きたくならないのか？」

「それ、遠回しに出てけって言ってる？」

「ちげーよ。単純な好奇心。閉じこもってばかりだと気が狂うだろ」

「そんなことないけど。僕、出不精なんだよね。日が昇ってる間は家から出たくないの」

「日が暮れたら？」

「夜は寝たいからベッドに入る」

「まあ、お前がそれで満足ならいいんだけどな」

　変なやつだと思いつつ、リビングの真ん中で洗濯物をたたむ深雪に近づく。向かいに腰を下ろして洗濯物に手を伸ばすと、深雪は目を見開いて嘉人を見据えた。

「……なんだよ」

「な……何、してんの？」

「何って、見ればわかるだろ？　洗濯物たたむの手伝おうと思って……」

「あ、お前もしかして、今まで俺が手伝わなかったからって何も出来ないと思ってるだろ？」

「いや……そういうわけじゃ、なくて……」

　深雪は困惑したように目を泳がせる。

　だけどすぐに微笑んで、恥ずかしそうに頷いた。

「手伝って、くれるなら……」

「この程度いくらでも手伝うって」

　家のことをやってくれるからと、甘えて任せすぎたかもしれない。これからはもう少し手伝ってやらないと、本格的にダメな大人認定されそうだ。生活を改める決意をしながら、嘉人はシャツに手を伸ばした。
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　深雪が来てから二週間ほど。彼について、だんだんわかってきたことがある。

　とんでもない猫舌で、熱い食べ物や飲み物が苦手だということ。それなのに嘉人が喜ぶからと、グラタンやビーフシチューを作ってくれるのはちょっと可愛い。

　お風呂に入るのが大好きで、一度入ると一時間は出てこないこと。嘉人がいないときに何をしてるかと思ったら、高い確率で風呂で湯船に浸かっているらしい。

　夜寝るときに、一人だと猫のように丸まっているということ。その方が安心出来るらしく、本当は枕を抱き締めて寝たいと言っていた。だから小さめの抱き枕を買ってやったらオモチャを与えられた猫のようにはしゃいでいた。

　それから――本当は一人でいるのが嫌いなこと。

　これははっきりと言われたことはない。けれど多分間違っていない。

　深夜に帰宅すると、眠っていても起き出してくる。ベッドに入る嘉人を捕まえてぴったりとくっついて眠るのだ。せっかく買ってやった抱き枕も、嘉人がいれば不要らしい。擦り寄る目尻に涙の痕があるのと見ると、ふりほどく気も起こらなかった。

　深雪のことがわかる度に、彼を愛しく思う自分に気づいてしまう。大切なものは持ちたくない。そんな嘉人の気持ちも消える。ただただ愛しい。深雪のことは、すっかり嘉人の日常になっていた。

　そんなある日――

「俺、今日は休みだから」

「……ホント!?」

　昼に起きて食事をしながらそう言うと、深雪は目を輝かせて身を乗り出した。

「なんだよ、大げさだな。それとも、俺がいるのが嬉しいのか？」

「うん！」

　冗談のつもりだったのに、朗らかに笑われて目を見開く。その様子に言いたいことは色々あったが、結局口から出て来たのは小さな笑いだけだった。

「随分素直になったもんだな」

「……だめ？」

「ダメじゃないけど。しっかし、俺がいるからってだけでそんな嬉しいもんか？」

「嬉しいに決まってるでしょ？」

　ニコニコと笑いながら、席を立った深雪が背中に抱きついてくる。なんだ、可愛いやつだな――なんて思ったのは一瞬だった。

「仕事がないなら、昼間からエッチしても平気だなって思って」

「……お前ってそういうやつだったよな」

「いいじゃん。一回やってみたかったんだ、明るい時間に、昼間からエッチ」

「とりあえずメシを食え！　話はそれからだ！」

「はーい」

　確かに夜には何度かしたが、昼間にしたことはない。にしても、ちょっと前までセックスのセの字も知らなかった子どもが、どうしてこんなことになってしまったのか。

　頭が痛い。だが、もっと嘉人を悩ませるのは、したい、と言われた瞬間からスタンバイを始めた自分の下半身の方だった。

　もうまともな人間には戻れないかもしれない。

　そんなことさえ考えつつ、嘉人はコーヒーを口にした。
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　早々に服を脱ぎ裸になると、深雪は煽るように嘉人に跨がり口角を上げる。

「今日は僕が気持ちよくしてあげる。嘉人はそこで動かないでね」

　嘉人の服を、中途半端にはぎ取って、服からペニスを取り出す。

「ふふ、おっきぃ」

　嬉しそうに目を細めながら、繊細な指を絡みつける。

　屹立に絡んだ指先は、音を立てながら上下する。たっぷりとローションを絡みつけ、嘉人をぬめらせていくクチュクチュ音を立て、深雪は楽しげに微笑みながら同時に自分の入り口も慣らしはじめた。

「ん……ちょ、と……遠い……」

「後ろ、俺がやってやるよ」

「いらない。そこで動かないでって言ったでしょ？　そのままマグロになっててよ」

「お前もスキモノだな……」

「うるさいよ。気持ちよければそれでいいでしょ？」

「ま、それはそうだけどな」

　喋りながらもいつの間にか深雪は指を三本に増やし、上気した顔に笑みを浮かべる。

「ちゃんと、気持ちよくしてあげるから」

　絡みついていた指が離れると、今度は亀頭に深雪の蕾が押し当てられた。ゆっくりと口を広げて嘉人を飲み込むと、ゆっくりと奥へ向かってくる。

「ふっ……ぅ、ん……」

　零れる吐息は熱を持ち、よく通る声も漏れてくる。腰をわずかに浮かせたまま、先端だけを飲み込んで、深雪は小刻みに腰を動かす。
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「は…………ん、ここ、きもちぃ……」

「入口……好きだよな、お前……」

「すき……すっごく、気持ちい、から…………だめ？」

「いいけど、俺は……ちょっと、ものたんねー……な、って……」

「ふふ……嘉人って、根元、締められるの……すき、だよね……」

　歌うように笑いながら、深雪が腰を下ろしてくる。入口を通り過ぎてしまえば、奥は意外に広く、思ったほどの締めつけはない。それでも感じる温もりに、嘉人も深い息を吐いた。

　ストンと奥まで腰を下ろすと、深雪の声は艶を帯びる。普段は落ち着いているテノールも、このときばかりは甲高く色を帯びて響き渡る。

「ひぁ……あ、んっ……きもちぃ……ね、嘉人は……？」

「んっ、ああ……悪く、ねぇよ……」

　腰を回すように動かしながら、深雪は嘉人を締めつける。その快感に、息を呑む。こんなに細い身体に、自身を飲み込ませているのだ。そう思ったら背徳感に襲われて、クラリと意識が飛びそうになる。

「いい顔……嘉人の、そういう……怒った、みたいな……きもちいときの、顔、好きだよ……」

「……何、言ってやがる」

「気づいて、ないの……？　は……嘉人、って……きもちい、とき……眉間に、皺……寄ってる……」

「……寄って、ねぇ……よ……」

「うそ、ばっか」

　深雪は深くまで挿入したまま、身体を倒して近づいてくる。倒した半身を近づけて、かぷりと首元に噛みついた。

　チリリとした痛みに、嘉人は深雪の尻を軽くはたく。

「やめろ、深雪……痕、つけんな……」

「……つけたいよ。コレ、僕のだからって、女の人に見せつけたい」

「だめ……俺、ホストなんだから……見えるとこに、マーキング、すんな……」

「じゃあ、見えないとこなら、いい？」

「どこが見えるかわかんねーから、ダメ」

「……だめって言われても、つけたら？」

「きつーいお仕置き、かましてやる」

「それもいいな……どんなお仕置き？　痛いの？　きもちいの？　僕はきもちいお仕置きがいいなぁ」

「それ、絶対、お仕置きじゃねーだろ……」

　喜ばれてしまうのでは、全くお仕置きにならない。呆れながら深雪の背中に腕を回して、彼を抱いたまま身体を起こす。

「あっ……――！」

　騎乗位から対面座位へと体勢が変わる。と、深雪が拗ねたように唇をとがらす。

「何もしないで、って、言ったのに……」

「だって、止まったままだったじゃん。痕つけられても困るし」

「この格好の方が、首に噛みつきやすいけど、ね」

　熱い吐息を漏らしながら、深雪は首筋を甘噛みする。

「だからやめろって、言ってんだろ」

　今度は少し強めに尻をはたく。それでも深雪は楽しそうにクスクス笑って甘えるように頬をすりつけてきた。

「もう、動かないでよ？」

「はいはい……だったら、満足させてくれよ」

　煽るつもりで口づけてやると、深雪は三日月形に口を細める。トン、と肩が押された瞬間、再びベッドに横たえられた。

　銀糸の髪を掻き上げて、そっと耳に掛ける。露わになった耳の裏から首筋まで、つうっと汗が伝っていく。肩から二の腕にかけての曲線をなぞり、指先にその肌の柔らかさに目を細める。

「くすぐったいよ、嘉人」

「ああ、悪い……お前の腕、やたら柔らかいなと思って」

「そう？」

「柔らかいよ。なんか、気持ちいい」

「ふーん……なら、いいかな」

　満足げに目を細めて、深雪は嘉人の腹筋をなぞる。くすぐったさに身をよじると、深雪は楽しげに喉を鳴らした。

「いい筋肉してるね。鍛えてるの？」

「いや、むしろ今はサボってる……昔サッカーやってたから、それの名残」

「ふうん……いいね、筋肉。僕はこれ、好き」

「そーかよ」

「だから今日からまた鍛えて」

「お前、ほんっと勝手なやつだよな」

「いいじゃん。僕好みの君になってよ」

「あー……ったく、てめーは……！」

「あっ……――！」

　腰を掴んで突き上げると、高い声が飛散する。イイところを突いたのだろう。背中をしならせ悶えながら、恨めしそうにこちらを睨む。

「何もしないでって言ったのに」

「何もしないとは約束してない」

　べ、と舌を出すと、頬を膨らませた深雪が臀孔に力を込める。急な刺激に眉を寄せると、深雪の機嫌は瞬時に直る。

「いい気味」

「てめぇ……」

「おっきくなってる」

「……お前が締めるからだ」

「僕のせいなの？」

「違うとでも思ったのか？」

「僕が色っぽいからでしょ？」

「いいから動くならとっとと動け」

　尻をぺちぺちとはたいてやる。深雪は楽しげに笑いながら、両手を嘉人の胸元に突いた。

「ねえ、僕の握って」

「何もしないで、じゃなかったのか？」

「揚げ足取らないでくれる？」

「へいへい、わかりましたよ、お姫様」

「姫扱いは悪くないね」

「実際は女王様って感じだけどな」

　得意気な顔の女王様の昂ぶりを手のひらで包み込む。根元から先端へ、ゆっくりと動かすと、その動きに合わせるように深雪の腰も律動し始める。

　ゆっくりと、前後に。時折我慢仕切れなくなったように激しく。吐息を零しながら、嘉人の胸に手を置いて、無我夢中で腰を振る。

「はぁ……ぁ……いい……すっごく……」

　水晶の瞳を涙が覆い、額にかすかに汗が浮く。そんな深雪を見上げながら、握った肉棒を緩やかに撫でる。

　力を入れているわけではない。でも、握ったそれは徐々に熱を帯びていく。先端から溢れだした先走りが、嘉人の指をぬるりと湿らせる。

「はは……ホント、良さそう……」

「ん……すごく、イイ……おく、当たって……熱い……」

「……煽んな……」

「そ、んなの……してない……ね、もっと……もっと、おっきく、して……」

「無茶、ゆーな……」

　強く擦る手に力を込める。

「あああっ……――ふ、は……ぁ、……っや、あ……！」

　擦り上げるのに合わせるように、深雪は愛らしい声で啼く。もっと。もっと、その声を、聞きたい。深雪の先端に爪を立てると、強く菊門を引き絞りながら、甲高い悲鳴を上げた。

「ああっ……だめ、それ……だめぇ……！」

「はは……そんな、イイんだ？」

「やっ……やだ、それやだ、やだぁ……っ！」

　駄々をこねるように身体をよじる。逃げだそうとする深雪の尻を強くはたいた。

「痛ぁっ！」

　少し強くしすぎたらしい。ついに本気の悲鳴が響いた。でも、それが、あまりにも綺麗な声で――嘉人はもう一度、平手を白丘に叩きつけた。

「やだぁっ……痛いの、しないで……！」

「ごめんな。けど、その声、聞きたい」

「やぁっ……意地悪、嘉人はもう、動くなぁ！」

「だめ、動く。もっと、聞かせて。声……すっげ、可愛い」

「ひゃあぁぁぁぅ……っ！」

　その目からは大粒の涙が溢れ、白い尻はほのかに赤く染まっている。もうやめて、と紡がれる声に、言い知れない快感を覚える。

　これ以上叩くのは、さすがに可哀想だ。けど、亀頭を引っ掻くのは？　しばらく優しく撫でてから、指の先でピンと弾く。

「やああっ！　だめ、だめぇ……！」

「なんで？」

「イく……イッちゃう……！」

「そんな、イイの？」

「イイ……すごく、も……だめ……」

　身体をよじって快楽から逃げようとする。だけど今度はナカに収まった嘉人のモノが、深雪の奥のイイところを刺激しているらしい。

「も、やだあっ……！　イく……むり……イくっ……！」

「いいよ、イッて……俺も、もう……イく、から……」

「はぁっ……あ……やあっ……あああっ……――！」

　深雪の身体が弓なりにしなる。

　嘉人の手のひらが包み込むソレもドクドクと脈打ち、熱い精を吐き出していく。

　身体にかかる白濁の温度と生臭い香りが鼻を突く。

　声と、匂いと、温度と、重みと――全てが嘉人の中心を刺激して。

「あっ……俺、も…………っ！」

「ひゃあっ……！」

　深雪のナカに叩きつけるようにして、嘉人も熱の飛沫をほとばしらせた。
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　あれからどれだけ時間が経ったか――ふと目を覚ました嘉人は、ぼやけた頭のピントを合わせる。

　騎乗位で一度吐き出したら、深雪は一気にその気になった。正常位で一回、バックで一回、いい加減身体を綺麗にしようと風呂場に行って、結局そこでもう二回。いくら仕事が休みだからとヤりすぎだ。わかっていたが、止められなかった。

　部屋が暗くなっている。確か、風呂からベッドに戻って来たときにはまだギリギリ明るかったはずだ。風呂場で気を失ってしまった深雪を抱えて部屋に戻り、身体を拭いて服を着せてやって――あれから、何時間経ったのだろう。

　いつもスマホで時間を見るが、あいにく今は手元にない。取りに行こうかとも思ったが、ピタリと自分にくっついて深雪がすやすや眠っていた。動けば起こしてしまうかもしれない。何より、この温もりが心地良い。

　何時でもいいか。そう思い直して深雪の顔を覗き込む。もとより童顔だが、こうして眠っていると本当に子どもだ。いつものように、背中は少し丸まっている。猫の子がベッドに潜り込んでくるようなものだ。猫を飼ったことはないけれど、きっとそうなのだろう。

　白い肌が闇夜に浮かび上がり、まるで良く出来た人形のようだ。触れたら冷たいのではと不安になって、そっと頬に手を添える。暖かい。大丈夫、ちゃんと生きている。

　この子と一緒にいることは、嘉人にとっては非日常のはずだった。ほんの二週間前までは、このベッドは嘉人一人のもので、帰ってきたらただいまを言う相手もおかえりを言ってくれる人もいなかったのだ。一生そのままだと思っていた。それでいいと信じていたし、そうあってくれと願っていた。

　それなのに、いつの間にか深雪は自分の懐にいて、甘えるように擦り寄ってくる。それが当たり前になっていた。

「……お前、ずっとここにいんのか？」

　返事はない。嘉人は構わず続ける。

「ベッド……もっとデカいのに買い換えるかなあ……」

　なんて深雪に聞かれたら、調子に乗って生意気なことを言ってきそうだ。それすらも可愛いと思う。末期だ。そろそろ、認めないわけにいかなくなる。

　この子がいることに、今は、安らぎを覚えている。

　腕の中で、深雪がもぞりと身じろぎする。起こしてしまっただろうか。じっと様子を窺うと、彼はまるで幼子のような声色で言った。

「ごめんなさい……おかあさん……」

　直後、目尻から零れる涙。目を覚ます気配はない。夢でも見ているのだろうか。

「…………」

　何も言葉に出来ないまま、深雪の身体を抱き寄せる。

　いつもは縋りついてくる小さな手は、今日は広げられたままだった。







３








　ホストクラブ『夢幻』は、どちらかと言えばランクの高い店にあたる。客層も自然と裕福なマダムが多くなり、ついでに言えば年齢層も高くなる。

　無用なトラブルを避けるために、あえてそういう店にしようと創立者が決めたらしい。嘉人がそれを聞いたのは面接を受けに来たときで、どうしてホストになろうと思ったのか聞かれた嘉人がきっぱりと「金のため」と答えたからだった。

　働き始めた当初は怒られることも多かったが、おかげで社会人としての心得は身についたと思う。客に向かう姿勢だとか、責任の取り方だとか。ホストなんてと言われることも多いが、嘉人にとってこれは天職だった。そうでなければこれだけ長い間続けることは出来なかっただろう。

　――などと感傷に浸るようになったのは、深雪のおかげで生活に変化が出たからだろうか。来月のシフトを確認しながら、手薄なところにいかにして人を配置するかと思案する。

「嘉人、あれから猫ちゃんはどうだ？」

　ポンッと背中を叩かれて、振り返る。立っていたのは翔だ。相変わらず、上から下までイケメンだなと思いながら、それでも不快そうに眉を寄せてやる。

「お前のツラで猫ちゃんって、ちょっとキモイ」

「お前……よりによってそれかよ。ひでーやつ」

「うるせーよ。からかう気満々のくせに」

「まーな。嘉人のツラとガタイで子猫をよしよししてるのかと思ったら、笑いしか出てこないだろ？」

「お前も十分ひでーじゃねえかよ……」

「で、実際は？　猫って気まぐれとか言うからあんま構ってもらえないとか？」

「……意外と擦り寄ってくるよ。むしろ離れて行かねえくらい」

「へー。そりゃ珍しい猫だな。じゃあ可愛くて仕方ないだろ？」

「そうだな……まあ、思ったより可愛かったよ」

　実年齢より幼く見える彼の笑顔を思い浮かべる。それだけで、ホッとする。

　家に帰ると、深雪はとたんに駆け寄ってくる。人の邪魔をするようにピタリとくっついて、二回に一回はエッチしようと言ってくる。そんな深雪を宥めたり叱ったり煽ったりしながら、八割くらいの確率でそのままベッドになだれ込む。

　深雪はやけに寂しがりだ。人肌を求めてくるし、突き放すと泣きそうになる。家に一人でいるときはどんな風に過ごしているのだろう。覗いてみたい。泣いていなければいいけれど。

　――夕べの涙が、忘れられない。

「……なあ、翔。お前ってさ、夢で母親に謝ったりする？」

「は？　なんだ突然」

「深い意味はないけど、なんとなく気になって」

「あー……母親ねぇ……」

　言いづらそうに目を逸らし、ぼりぼりと頭を掻く。聞いてはいけないことだったかもしれない。踏み込みすぎた。慌てて取り消そうとしたが、翔が口を開くのはそれよりも早かった。

「あるよ、謝ること」

「……マジで？」

「マジで。お前、俺のことなんだと思ってるんだよ。育ててもらった感謝の気持ちくらい、持ってるよ」

「いや、別にそこを疑ってるわけじゃねえけど……」

　胸の奥に、チクリと何かが引っかかる。

「まあ、俺がホストになったのって、それ以外出来ることがなかったからでさ……まあ、顔がいいから向いてたってのもあるけど」

「後半余計だろ……」

「ははっ、まあ事実だし。ただ、ガキの頃は色々やらかしたから、母親には苦労かけたと思ってるよ。今は連絡も取ってないけどな」

「……取った方がいいんじゃないのか。そういう気持ちでいるなら」

「ん……だよな。まあ、近いうちに」

「早いほうがいい。間に合わなくなるから」

「嘉人……？」

　言ってしまってから後悔する。だから曖昧に笑って首を振った。なんでもない、と。見るからになんでもなくはなかっただろうが、翔はそれ以上追求はしてこなかった。

　ただきっと、誤解はされている。親に対する暖かい気持ち。それがあると思われている。

　――記憶が蘇る。痛くて、苦しくて、どうしようもない記憶が。

　それでも全てを飲み込んで、ホストの『嘉人』を呼び出した。
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　大した話ではない。親が自分を捨てただけだ。

　高校まではサッカーをやっていて、全国大会にまで出たことがある。それでもプロになれるレベルではないから、大学は普通に受験して、経済学部に入学した。

　地方から東京に引っ越してきて、最初は人の多さに目が回った。だけどそれもすぐに慣れて、実家のことはあまり考えなくなった。

　けれど二十歳になったばかりのある日、唐突に電話がかかってきた。相手は警察。実家の工場で両親が自殺しているのが見つかったというのだ。

　何が起こったかわからなかった。けど、なんのことはない、いつからか経営が傾いていて、借金も嵩み、返すあてがなくなって逃げ出しただけのことだった。何も知らなかった。家の事情も、両親が悩んでいたことすらも。

　借金苦での自殺は、何度も耳にしたことがある。だけどそれはテレビの中での出来事で、自分とは無関係の世界だと思っていた。

　残された借金は膨大な額で、残された遺書には相続を放棄すればいい、と書かれていた。借入先から弁護士事務所まで、残される嘉人のために必要な情報は全て書かれていた。そこまで手を回すならもっと別の労力を使えよ――そう思いながら最後まで読んだ。謝罪の言葉はなかった。

　結局相続は放棄せず、保証人にも頼らずに、借金は全額自力で返した。入れてもらった大学の学費も全て払い、卒業した。金が必要だったのはそのためだ。結局肌に合っていたから、その後もホストは続けているが。

　親との仲は悪くないと思っていた。反抗期らしいものは多少あったが、そこまで酷いものじゃなかったはずだ。だから遺言を破ったのは、最初で最後の大きな反抗だ。相続を放棄すれば、これまでに積み上げてきたものを失う気がする。だから親の言葉には従わなかった。――もう、届かないけれど。

　別になんてことはない。もう七年も前の話だ。今更怒りはわいてこない。けれど、そういえば、親のために泣いたこともない――そう気づく。

　――……ごめんなさい……おかあさん。

　そう呟いて泣いていた深雪は、今はどうしているのだろう。
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　深夜。心なしか早足で、自宅マンションへとたどり着く。静まりかえる廊下を歩き、家の鍵を差し込んだ。

　その瞬間、暖かなメロディが嘉人を包み込む。

　それは、子守歌だった。タイトルはわからない。だが、いつか、どこかで、聞いたことがある。身体の奥が揺さぶられる。開いたままだった記憶の隙間になだれ込んで、平衡感覚を失ってしまう。

　ふらついた身体を立て直して、嘉人はリビングの扉を開く。部屋の灯りをつけないまま、深雪は窓のそばに座り込んでいた。フローリングの床に、何も敷かずに腰を下ろす。カーテンは開け放たれて、微かな灯りが漏れ入っていた。

　窓にもたれかかるようにして、深雪は歌を歌っている。いつもはキスを強請る唇が、小さく動いて音を奏でる。

　ほんのわずかでも動いたら、かき消えてしまいそうな儚い音。歌詞も聴き取れない。それくらいの微かな声。それでも空気は震え、嘉人の肌に突き刺さる。

　――泣かせたい。

　そう思ったのは、本能だった。嘉人は一歩、足を踏み出す。音の流れに亀裂が入り、深雪がふとこちらを見た。

　――泣いて欲しい。

　嘉人に気づいた深雪は、ピタリと歌うのをやめてしまった。透明な歌声は、空間に微かに反射して、やがて霧散する。

　その音をかき集めるように、嘉人は深雪へと近づいた。

「……嘉人？」

　不思議そうに首をかしげる。そんな深雪を、衝動的に抱き締めた。

　――……泣かせて欲しい。

　本能が、嘉人を突き動かす。

　かじりつくようにして、深雪の唇を深く覆った。

　こじ開けるように唇を割り、舌を押し込む。一瞬抵抗されたが、すぐに力が抜けた。身を寄せるようにして、深雪の手のひらが嘉人の胸元に押し当てられる。微かに角度を変えると、より深く、ひとつになる。

　歯列をなぞり、頬の肉を舌で刺激し、深雪の舌を絡め取った。

「ん…………は……」

　零れる熱を飲み込んで、何度も、何度も、唇を離しては重ね、重ねては離れる。彼の吐息が身体の底に染み込んでいく。

「よ……しと……」

　潤んだ瞳が自分を射抜く。今、彼は、この腕の中にいる。確かな温度と密度でもって、嘉人に存在を主張する。

　薄紅色の下唇を前歯で軽く甘噛みすれば、甘えるような声が零れる。どちらの声なのかわからない。二人の声が混ざりあって、共鳴して響き合う。

「みゆき……」

　自分の唇から漏れた声が、掠れて深雪にまとわりつく。蕩けるように目を細めて、今度は深雪が口づけてくる。

「んっ……」

　零れる声。その甘やかな響きに、衝動を抑えきれなかった。

　細い身体に縋りつくように抱き締める。自分の熱を全て彼に託すように身体を寄せて、掠れる声で嘉人は囁く。

「……ヤろうぜ、深雪」

　今まで自分から誘ったことは、一度だってなかったのに。

　わずかに身体を硬くした深雪は、それでもすぐに力を抜いて、背中にそっと腕を回した。

「いいよ……めちゃくちゃにして」

　免罪符を与えられた気がして、嘉人は奥歯を噛みしめた。
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　薄明かりの中、白い肌が浮かび上がる。ベッドの上で膝立ちにさせた深雪の裸体は、触れたら壊れてしまいそうなほど繊細で、透きとおっていた。

　その身体に跪くようにして、太股の付け根に口づける。嘉人の肩に軽く手を置いた深雪は、小さく吐息を漏らして身体を震わす。

「嘉人……くすぐったい……」

「いいだろ、ちょっとくらい……我慢してろよ」

「やだ……そんなとこ、舐めてないで……違うとこに、して」

　強請るように身体をすりつけてくる深雪の身体に手のひらを這わせる。しかし手は下へは向かわず、そのまま胸元へ滑らせた。

「ひゃんっ……」

　胸元の突起に触れられ、深雪は愛らしい声を漏らす。そのまま引っ張るようにつまみ上げると、深雪の声は淡く零れた。

「や……それ、痛い…………ぁ、嘉人ぉ……」

　首を振るのに逃げようとはしない。その意図に目を細めながら、嘉人は反対の突起をぱくりと口に含んだ。

「ぁ……――」

　チュパチュパ音を立てしゃぶる嘉人の後頭部には、深雪の手のひらがしがみつくように回される。おかげでもう、離れられない。意識的にやっているのかいないのか。いずれにしても、嘉人は無心で胸元の突起を舌で転がすだけだった。

「ひゃ……ぁ……やだ…………それ、へんに、なる……やだぁ……」

　舌を動かしたまま見上げれば、頬は上気して涙目になっている。だが、そこに拒絶の気配はなかった。ただただひたすら快楽を追いかけ、もっと欲しいと強請っている。

　ちゅぱりと音をたてながら、ゆっくりと舌を離した。物足りなそうに吐息を零した深雪が、嘉人を見下ろす。

　その透きとおる瞳に、縋りつきたくなる。へその真上に口づけて、嘉人は深雪に懇願するように囁いた。

「後ろ向いて」

「今日はそういうプレイなの？」

「いいだろ……そういう気分の日があっても」

「うん、いいけど」

　嘉人の額にキスをしてから、ゆっくりと身体を入れ替える。ベッドの縁に手を突いて、白い双丘が眼前に突き出された。

　指先でそっとアナルに触れれば、深雪は嬉しげに息を吐く。

「舐めてよ、嘉人」

　煽るように響く声に、嘉人はまるで引き寄せられるように顔を埋める。一本一本、皺を伸ばそうとするように、蕾に舌を這わせていく。ぐりぐりと押し込むように舌を入れると、深雪はピクピクと身体を震わせる。

「んっ……もっと、おく……」

「無理言うなよ……舌じゃ、これが限界だって……」

「じゃあ、指……いれてよ……」

「……はいよ」

　身体を起こし、しなやかな肌をなぞりながら後孔に押し当てた指先を、ゆっくりと押し込んでいく。

「ぁ……それ……すき……」

「入口？」

「うん……そこ、が……いい……」

「ホントお前、ここ好きだよな」

「ひゃんっ……！」

　入口付近を引っ掻いてやれば、深雪は背中をしならせる。その首筋に舌を這わせた。小刻みに震えながら、ベッドの縁を掴む指に力を入れる。快感を我慢しているのだろうか。耳の裏をそっと舐め、囁く。

「声、もっと出して」

「こえ……？」

「聞きたい、お前の声……もっと聞かせてよ……」

　歌う声が、透きとおって美しくて、身体も心も奪われた。身をよじり、くるりとこちらを向いた深雪は、挑発するように目を細めた。

「だったら、僕を乱してよ……出来るでしょ、嘉人なら」

「……言うじゃねーか、お前」

「当然。僕の声は安くないよ？」

「ははっ……とんだ女王様だよ、お前は」

　押し込んでいた指を抜き取り、背中に強く口づける。思いを注ぎ込むように、ゆっくりと唇を押しつけた。

　自らの昂ぶりを後孔に押しつけ、亀頭を一気に押し込んだ。

「ぁ……あ、ぁ……はぁっ……ん……――」

　大好きな入口を二度三度擦りつければ、熱を帯びた声が漏れてくる。ゆっくりと、しかし強く深雪を刺激し、その背中を指先でなぞる。

「ひゃぁん……や……だめ、だめ……さわ、んな……ぃで……」

「なんで？　すげー……良さそうに、してんじゃん……」

「だめ……それ、あたま……変、なる……触るの、だめ……」

「ふぅん……背中、弱いんだ」

「やあっ……！」

　背中に舌を這わせると、首を振って身悶える。髪が乱れうなじが見えて、嘉人は微かに目を細めた。

「その声……もっと……」

「や……やだ、ってばぁ……！」

　嫌がって高く響く声が、嘉人の下半身を刺激する。呼吸も乱れ、本能が脳を支配していく。

　先端だけ擦りつけていた剛直を、一気に奥までねじり込む。

「はぁっ……ぁ、ぁ……なに、これ……いつもと、違う……！」

「ああ……そういや、初めてだったよな……後ろから挿れんの……」

「や、だ……なんか、変なとこ、当たる……」

「変なとこって、どこ？」

「わっ……わかんない、けど……背中、ゾクゾクする……」

「どんな風に？」

「な、なんか……アソコ、ブルブルして……や、だ……やだ、これ……へん……すごく、へんだよ……」

「怖がんなよ……平気だから。それ、気持ちよくなってるだけ」

「う、うそ……だって、なんか……ぁ……ぁぁ……んぁ……――」

　まるで子猫が甘えるように、愛らしい声を響かせる。怒張した昂ぶりを数度往復させる間に、コリ、と亀頭がソレを捕らえた。

「やああああっ！　あ、ぁ……や、なに……なに、これ……これ、へん……やだ、やだやだ、あぁ……――！」

　がむしゃらに身体を捻らせて、深雪は快楽から逃げようとする。だが、その行為がかえって事態を悪化させた。嘉人が動くまでもなく、肉壁の中でぽこりとしたその突起を、嘉人の亀頭が刺激する。

「あ、ぁ……あぁ……や……だめ……だめ、お、かしく……ああああっ！」

「やべ……それ、俺も……さきっぽ、何度も……気持ち、よくて……」

「いく……イく、イッちゃう……だめ…………や、やぁ……っ！」

「イッていい……から……俺も、もう……イ、く……――！」

　快楽だけを追い求め、がむしゃらに腰を前後させる。甲高い悲鳴が嘉人の脳を刺激して、どんどん追い詰められていく。

　腕を引き、後ろから抱き締め、更に深くまで腰をぶつける。数度、深雪の中の突起に刺激されると、目の前が白くスパークした。

「ああああ……――！」

　深雪の中で、嘉人の怒張が爆発する。

「……――っ！」

　言葉にならない声を上げて、深雪も甘い白濁の液を吐き、崩れ落ちるように意識を失った。
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「……何かあった？」

　不意に声を掛けられて、嘉人はハッと息を呑む。隣で寝ていたはずの深雪が、ぱちりと目を開くこちらを見ていた。

「なんだよ、急に」

「嘉人、いつもと違ったから」

「ああ……」

　深雪の身体を抱き締めて、柔らかい髪に鼻を埋める。その温度に込み上げてくるものを飲み込み、ゆるゆると首を横に振った。

「なんでもねえよ。帰ってきたらお前が歌ってたから、興奮しただけ」

「ふぅん……嘉人って声フェチ？」

「なんでだよ」

「僕の声、やたら好きじゃん。声出して、ってエッチのときにもいつも言うし」

「あー……まあ、そうだな。別にフェチじゃねえんだけど、お前の声は好きだと思う」

　胸元に顔を埋めていた深雪が、もぞもぞと顔を上に向ける。その体勢のまま、彼は嘉人の頬に手を添えた。

「何か歌ってあげようか？」

「……お前、歌好きなの？」

「ん……そうだね、好きだよ。好きだったんだなって、気づいた」

「なんだそれ」

「なんだろうね……ほら、自分の好きなものって、意外と気づかなかったりするじゃない？　それだよ」

「ああ……まあ、確かにそういうのはあるかもな」

「でしょ？　それで、この家に来て、しばらく過ごして……気づいたら、歌ってた」

「俺のいないとき、いつもあんな風に歌ってたのか？」

「いつもじゃないよ。昨日くらいから」

「なんだよ、もっと早く聞かせろよ」

「知らなかったんだから仕方ないでしょ。嘉人が僕の声が好きとか、僕だって知らなかったんだし」

「それもそうか」

「お互い様だよ」

「だな……んじゃ、歌ってもらうかな」

「リクエストある？」

「んー……お前が一番好きな歌」

「……たぶん、知らない曲だよ？」

「いいよ。お前がどんな曲が好きなのか聴きたいってのが大きいから」

「わかった」

　細い指先がするりと嘉人の頬をなぞる。ガラス玉の瞳は微かに細められ、深雪はむくりと起き上がった。

　すうっと息を吸い込んで、ゆっくりと音が溶け出していく。

　聞き慣れない外国語の曲だった。クラシックだろうか、どこかで聞いたことがあるような気はする。

　深雪の柔らかな唇から音が零れる。耳が離せない。嘉人は息を潜めたまま、自分の存在をこの空間から消した。

　この歌声を、失いたくない。

　深雪は確かにここにいて、嘉人の心に染み込んでくる。その優しさを、失いたくない。じわりと浸透していくのは、きっと深雪の声だけではない。

　――失いたくない。

　じっと歌に聴き入りながら、思いの外怯えてる自分に気づく。こうして隣に人がいること。それそのものが、奇跡としか思えないのだ。

「……もう手に入らないと思ってた」

　思わず零れた言葉に、深雪はピタリと歌うのをやめる。じっと嘉人を見つめ、柔らかく微笑むと額に軽くキスをした。

「僕も、そう思ってた」

　囁くようにそう言って、再び優しく歌い出す。

　何が手に入らないと思ってたのか、深雪は知らない。知るはずもない。

　だけど深雪は聞かなかった。それでもわかるのは、もしかしたら深雪が同じものを求めていたからなのかもしれない。

　そばに居てくれる人を。抱き締めて眠れる人を。優しいキスをくれる人を――もう二度と、手に入らないと思っていた、隣に居てくれる大切な人を。

　深雪の歌に聴き入りながら、静かに頬を伝っていく。それが涙だと気づくまでには、少し時間が必要だった。
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　夕べの嘉人は、間違いなく変だった。深雪は嘉人に教わったチャーハンを作りながら首をかしげる。

　そもそも、普段は深雪が誘わなければ手を出してこない嘉人が、自ら深雪を求めて来た。このことがまずおかしい。

　いつもなら冷静な顔をしている嘉人が、セックスの前から余裕を失っていたのもおかしい。

　なんだか違和感だらけだったけれど、そういう日もあるのだろう。センチメンタルな気分になったり、ちょっと寂しい気持ちになったり。そういうのを、セックスでしか消化出来なかったのかも知れない。

　嘉人のことは、よく知らない。どんな風に生きてきて、どんなことを考えて、どんな家族構成で、なんでホストになったのか。そういうことは全く知らない。知る必要もないと思っていた。

　知ってしまうのは不幸なことだ。だいたい、自分のことだって隠したままなのだから。もしも知られたら、たぶん、ここにいない方がよくなる。

「……迷惑かけるのはやだもんなぁ……」

　最初はただ、利用して、この家に置いてもらえればそれでいいと思っていた。

　だけど次第にちょっと特別な人になって、大切にしたい人になって――気づいたら、自然と歌が零れていた。

　嬉しいとき、深雪は歌う。無意識だ。そうすることが、自分の気持ちを伝えるのに、一番ピッタリ合っている。そう思うから、深雪はいつも歌うのだ。

　だから、嘉人が自分の歌を気に入ってくれたことや、それを聞いて泣いたことは、何よりも嬉しかった。

　――あの透きとおる美しい涙は、一体誰を想ってのものなのだろう。

　好きな人、だろうか。だったらやだなあ――深雪は素直に考える。嘉人が泣くほど好きな人が、どこかにいると思うのが、辛い。どうせなら、その人が自分であればいいのに。そう考えて、ハッとした。

「ちょっと……気を許しすぎてる、かも」

　いつまでもここにいられるわけではないと、わかっている。わかっているから考えたくない。深雪はゴクリと息を呑んだ。どうか、今自分が考えたことが、消え去ってくれますように――

「もうちょっと、ここにいたいからなぁ……」

　ここを出たら、どこにも行くあてはないのだ。そうしたら、どこかで宿無し生活をするか、適当に誰かに養ってもらうか。

　でも、ここ以上に心地よい場所があると思えない。

　寝床があって、食事が出て来て、自由に出来て、空も見られる。でもここは、それだけの場所ではないのだ。

「……ずっと、ここにいたいな」

　祈るように、深雪は胸元で手を合わせた。どうか、この時間がいつまでも続きますように。

　その祈りが、ちゃんと神様に届くことを信じて。

　――無情な現実が近寄っていることに、深雪はまだ、気づいていなかった。
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　何もかも失ったことで、自分はどうやら思った以上に傷ついていたらしい。今だにはれぼったい目を両手で覆い、店の控え室で天を仰ぐ。

　夕べは結局、深雪の歌を聴きながら、涙をボロボロこぼして泣いた。あんなに泣いたのはいつ以来だったか。もう思い出せないくらい昔のことで、少なくとも両親が死んだときではなかった。

　本当はあのときに泣けていれば、昨日あんな風に情けなく泣くこともなかったのに。そう思っても無駄だった。深雪の歌声に逆らえない。だからあの歌に感動したということにして、嘉人は思いきり泣いて、眠った。

　その反動が今日も続いている。かろうじて目が腫れなかったのはよかったのだが――深くため息を吐いていたら、控え室に翔が入ってきて、雑誌を投げ捨てながらソファに座った。

「あー……疲れた」

「何にそんな疲れてんだよ？」

「常連客と話合わせるために、予習してて」

「予習って、その雑誌か？」

　テーブルに放られた雑誌を手に取る。どうやらクラシックの情報誌らしい。

「へぇ……こんな雑誌あるんだ」

「一応な。指揮者とかピアニストとか……最近はどの業界もイケメンは特集組まれるみたいで、これから来る常連客も好きな歌手がいるんだと」

「歌手……っつってもクラシックだろ？」

「そう。クラシックのテノール歌手。まだ若くて中性的なのがいいんだってさ」

「ふーん、やっぱそういうのって人気になんだな」

「まあわからないでもねえなって感じだったけど。ほら、これ」

　嘉人の手から雑誌を取ると、パラパラとページをめくり見せてくれる。

　その瞬間、嘉人は息を呑む。

「美園深雪、って名前のテノール歌手。俺、パッと見たとき女子高生かと思ったんだよな。そしたら成人してるわ男だわでびっくりした。歌ってるの聞くとやっぱ男だなと思ったけど」

　翔が細かに説明してくれる。だが嘉人は、その人物をよく知っていた。

　美園深雪。嘉人が拾い、家に連れて帰り、夕べもこの腕で抱いた青年。それが雑誌に載っていた。

　中性的な顔立ちに、シンプルな衣装が彼の細さを際立たせる。銀色の糸のような髪に憂いを帯びた表情。写真では声は聞こえないが、夕べの歌が今も耳に残っている。

「……テノール歌手、なのか」

　ジャンルがジャンルだから知らなかった。だが、聞いたことがあるような気がしたのは、どこかで名前を耳にしていたからかもしれない。

　驚愕で、声が出ない。そんな嘉人の事情を知らない翔は、勝手に解釈してくれたようだ。

「やっぱ男には見えないよな」

「あ……ああ、そうだな」

「この歌手に今ハマってるらしくてさ、レイコさん……って、これから来る常連なんだけど。ここんとこずーっとこの話するからさ、話合わせるためにも予習しとかないといけなくて、もーずっと曲聞いてるから頭の中で再生出来るようになってるんだよな」

「ＣＤとか、出てるのか？」

「おー、出てる出てる。今度貸そうか？」

「いや……俺はいいわ」

「そうか？　けど、クラシックは押さえておいた方がいいぞ。俺もテノール歌手じゃなかったら知ってたんだけどな、クラシック」

「ああ……元々音楽やってたんだっけ？」

「バイオリンやってた。部活でだけどな」

「……そういう話、初めて聞いたな」

「そういやそうだな。こういう話しないもんな」

　何の気なしにそう言って、笑いながら立ち上がる。そろそろ準備してくると言って、翔は控え室を出て行った。

　嘉人もそろそろ支度をしないと、指名の客が今日店に寄ると言っていた。間に合わなくなってしまう。急がなきゃ。動かなきゃ。わかっているのに何も出来ない。

「……そりゃ、歌が上手いはずだよな」

　プロに無遠慮に歌わせていたのかと、嘉人は思わず苦笑いする。だがそれ以上に、どうしてそんな人間が自分の元にいるのかが、理解出来なかった。

　聞いてはいけない事情がある。触れてはいけない。触れたらきっと、全てが壊れてしまうだろう。

　わかっている。それでも。

　知ってしまった以上、このままでいられない覚悟は決めなければならないと、思った。
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　彼がプロのテノール歌手なら、おそらく何かしら騒ぎになっているだろう。そう思って調べてみれば、驚くほどすぐに見つかった。

『人気テノール歌手の美園深雪、失踪』

　大きい記事ではない。だから一般的には知られていないのだろう。しかしおそらくこの道では深雪の不在は衝撃で、ファンや業界関係者の声は思ったよりもたくさん見つかった。

　――美園深雪がいなくなったとか、ホントショック……あの歌声が聞けなくなったらもうダメかも。

　――私の救いだったのに……。

　――天使がいなくなって、明日から何を支えにしたらいいのか。

　深雪の歌に支えられていたという声が、いくつもいくつも溢れている。

　仕事を終えてもすぐには家に帰る気になれず、缶コーヒーを飲みながら、公園のベンチでスマホをひたすら見続ける。

「わかるよ……あれは、満たされるよな」

　深雪の歌は、人の心に直接響く。彼の歌声で号泣した自分が言うのだ、間違いない。などと自嘲まじりに考えて、コーヒーを口に含む。

　――朝、美園深雪の声を聞くと、どんなに辛い一日でも乗り越えられる。

　――辛いことがあったら美園深雪の歌を聞きたくなるんだよね。

　――もう聞けなくなるのかな……それじゃもう生きていけない……。

　こんなにもたくさんの人間を支えていた人間だなんて知らなかった。自分の前では猫のように振る舞いながら、甘えてくるばかりだったのに。

「独占……するわけに、いかねぇよな」

　知らないから、深雪を腕に抱いていられた。だけど本当は自分が手に入れていいような人間じゃなかった。

　深雪の帰りを、たくさんの人が待っている。

　華やかな舞台に立つ人間が、どうして自分の元に来たのか。天才歌手の気まぐれだろうか。それなら、諭して家に帰るよう言わないと――いや、でも、本当は。

「……失うのは、怖いな」

　目を細め、息を吐く。

　帰路に就く嘉人の視界には、この冬に見た中で一番美しい夜空が広がっていた。
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　家に帰ると、部屋から音が聞こえてくる。テレビでも見ているのだろう。リビングに近づいて――ドアノブに伸ばした手を止める。

『クラシック界で人気のテノール歌手、美園深雪さんの姿が見えなくなってから間もなく一ヵ月になることが発表され、二週間後に迫ったコンサートの払い戻しが――』

　――そりゃそうだ。こいつがここにいれば、たくさんの人に迷惑をかける。

　奥歯を噛んで、息を吐き出す。それから全てを飲み込むように息を吸い込んで――覚悟を決めて、扉を開けた。

「――っ！」

　身体を震わせた深雪が、慌てたようにテレビを消す。表情を強ばらせたまま、曖昧な笑みを口元に浮かべ振り向いた。

「お……おかえり、嘉人」

　無理して笑おうとしているのは、そうすれば日常に戻れると思っているからだろうか。考えて、眉を寄せる。

　これまでの時間は『日常』ではない。深雪はスポットライトを浴びるべき人間で、自分は夜の街で女性をもてなす。それが日常。本当は、交わるような道ではなかった。

　嘉人は眉間に皺を刻んだまま、言い放った。

「帰れ、深雪」

「……嘉人？」

「今日、店で知った。お前、有名な歌手だったんだな。そりゃ歌も上手いはずだよ」

「知ったから……追い出すの？」

「そうだよ。お前はこんなとこにいていい人間じゃないだろ。お前には、帰るべき場所がある」

「……ないよ。帰る場所なんて」

「ある。お前、コンサートが近いんだろ？　払い戻しも始まってる。既に迷惑かけてるじゃねえか」

「き……いて、たんだ……」

「テレビ消しても、帰ってくるまでにとっくに調べてたから無駄だけどな」

「そ……っか」

　強引に作った笑顔も消えた。深雪の顔にはなんの感情も浮かばなくなる。どこまでも続く空虚な色が、嘉人の心に鋭く刺さる。

　手を伸ばして、抱き締めたい。どこにも行くなと縋りつきたい。腕にかかる重みを感じながら眠る日々は、手放すことを躊躇わせるほど自分の身体に染み込んでいる。

　それでも。嘉人は息を吐いた。

「今はもうこの時間だ。すぐ出てけとは言わねえよ。朝になったら家に帰れ。何が嫌で家出してきたか知らねぇけど、人に迷惑かけるのはダメだ」

「……聞かないの、出て来た理由」

　教えてくれよ、もし事情があるなら汲んでやるから――と、言いかけて息を呑む。たとえば彼に本当に逃げなければならない理由があったとしたら、追い出せば深雪を追い詰めることになるかもしれない。だとしても、やっぱりこのままではいられなかった。

「……子どものわがまま聞いてやるほど、俺も暇じゃないんだよ」

　ごめん、と内心呟きながら、嘉人は深雪に背を向けた。俺を悪者にしてもいいから、頼むから元の世界に帰ってくれ。祈るように目を閉じる。

　ネット上に溢れていた、深雪を求める言葉が、蘇る。

　頑なな嘉人に諦めたのか、深雪は寂しげに息を漏らした。

「そう……」

　ゆっくりと、気配が近づいてくる。振り返るな、このまま突き放せ。奥歯を噛みしめる嘉人の背中に、深雪がそっと身体を寄せる。

「……帰るよ。もう、迷惑かけたくないから」

「そうしろ」

「でも、ひとつだけ……最後だから、わがまま、言わせて」

　涙につぶれた声が、嘉人の背中に押しつけられる。

「……抱いてよ、嘉人。これが、最後だから」

　シャツを掴む指が震えている。だめだ、振り向くな。一度はそう考えたのに。

「お願い……」

　震える声。零れる涙。足下に零れた雫を見、嘉人は小さく頷いた。
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　寝室に佇む深雪の、ゆったりとしたニットに手をかける。着の身着のまま来たという彼に、嘉人が買ってやったものだった。

　一気に脱がせ、床に落とす。柔らかな生地のズボンにも手をかけ脱がせば、下着一枚の姿になった。ズボンも、下着も、全て嘉人が買ってやったものだ。白い肌を包んでいたものは全てはぎ取り、自分の手の入っていないそのままの深雪にしてしまう。

　薄闇の中で裸体を晒す深雪は、微かに微笑んで跪いた。そのしなやかな指で嘉人のベルトに手をかけて、前をくつろげ下を脱がす。取り出した男根に目を細める深雪を見ながら、嘉人はシャツを自ら脱いだ。

「嘉人のって、おっきいよね」

　両手で包み込むようにして、深雪はベニスをしごき出す。

「さあ……どうだろうな。他のヤツと比べたことないし」

「でも、僕よりはおっきいよ」

「お前が小さいんじゃなくて？」

「……僕も人と比べたことないし、わからないよ」

　無駄口を叩きながら、先端に口づける。そのままチロチロと舌を動かし、両手は竿を包み込んだまま、亀頭を丁寧に舐め始めた。

　時々コリコリと歯を立てながら、裏の筋へと移動していく。少しざらついた舌の感触。小さな唇がワンテンポ遅れて肌をなぞり、嘉人のモノは怒張していく。

「んっ……ふ、ん…………」

　根元から先端へと戻ってきた深雪が、小さな唇で亀頭を包む。暖かい口内に含まれて、零れる吐息が嘉人の茂みに吹きかかる。

「み、ゆき……もっと、強くして、いい……」

「……ん」

　小さく頷いた深雪が、唇に力を込め、吸い上げる。瞬間、駆け上がる快感に、嘉人はピクリと肩を震わせた。

「ん…………ぁ、はぁ……」

　身体が震える。深雪の肩に手を添えると、彼を覗き込むようにして囁いた。

「もっと、強く……」

「ぁ……は、ん……」

　嘉人の求めるままに、深雪は強くペニスをしゃぶる。ピチャピチャと淫猥な音を立て、何度も肉を舐め上げた。

　そのまま射精を促すように、深雪は小刻みに亀頭を刺激する。そうかと思えば根元を握り、丁寧に暖めるようにゆっくりと擦った。

　先端と、根元と。同時に刺激され、息を吐く。腰を刺激する快感は、嘉人を昂ぶらせ一気に頂点へと導いていく。

「クッ……ぁ、い……ぃ、みゆき…………い、く……！」

「んっ……ぁ、はぁ……んっ――！」

　深雪がひときわ強く吸い上げた瞬間、嘉人の快楽ははじけ飛んだ。

「はぁっ……――！」

　奔流は深雪では受け止めきれず、思わず離れた口の端から、トロリと白濁が零れ出す。それでも深雪は両手を離さず、最後の一滴まで絞り出した。

　顔にも微かにかかっている。鼻先についた白液を親指で拭ってやって、深雪の唇にキスをした。

「……マズい」

「それ、僕の唇がマズいみたいで、やだ」

「そういうんじゃねえって……でも、苦い」

「口に入れた僕が一番苦いんだから、我慢してよ」

　ふくれっ面になる深雪の後頭部に手を回し、引き寄せて口づける。今度はさっきよりも深く。舌を絡めれば生臭い苦みが口内に広がり、やはり嘉人は眉を寄せた。

　こんなもの、口に入れられたもんじゃない。自分で出しておきながら、舌を出す。だが深雪は気にした風もなく、唇についた白濁を舌でぺろりと舐め取った。

「嫌じゃないのか？」

「そんなに。嘉人のだし……これ、最後だから」

「ん……そうか」

「……ねえ、嘉人」

　嘉人の足下にぺたんと座り、深雪がこちらを見上げている。足に縋りつくように腕を回し、真剣な目でこちらを見た。

「僕がいなくなって……迷惑、かけたのかな」

「……そりゃそうだろ。どんだけの人間が働いてると思ってんだ。コンサートのポスターの端っこに、小さく名前の載るやつの数、数えたことあるか？」

「ないよ……ない。僕は、一人だと思ってたから」

「驕りだな」

「でも、知らなかった……本当に何も、知らなかった。家の外で、何が起こってるのかなんて」

「世間知らずにも程があるだろ」

「うん……だから、嘉人。僕のこと、怒って。ダメなことしたんだって、わからせて」

　つぶれる声でそう告げて、うなだれる。そんな顔をされて怒れるほど、自分は人間が出来ていない。そもそも人を諭せるほど、自分が大人だと思えない。

「……今言うかよ、そういうこと」

「だって、今しか言うときないじゃない」

　その言葉の示唆するところからは目をそらす。今しかない。今が最後。だから、望む。望まれたなら――応えるしかない。

　深雪の腕を掴むと、強引に引っ張り上げる。ハッと目を見開いた深雪は、深く息を飲み込んだ。

「痛い思いする覚悟、出来てんのか？」

　低い声で告げれば、深雪は唇を噛みしめて、頷いた。

「痛くして……忘れないように。嘉人のこと、いつまでも覚えてられるように」

　――それじゃ目的が違うだろ。嘉人は息を吐く。だが、理由などどうでもいいのだ。

　彼の身体に、嘉人の全てを刻み込む。痛みも、快楽も。この温もりも、何もかも。

　掴んだ腕に力を込めて引き寄せて、ベッドの上に放り投げる。

　自らもベッドに身体を乗せて、深雪の顔の横に手を突いた。

「しっかりお仕置きしてやるから……嫌とかだめとか、言うんじゃねえぞ？」

　大きな瞳で光が揺らぐ。

　ゴクリと喉を上下に揺らし、深雪は深く頷いた。
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　ベッドに押し倒した深雪の足首を掴んで思いきり持ち上げる。

　腹につくような形にまで持ち上げて、腹につくほど折り曲げてやると、怯えたようにこちらを見上げた。

「な……に、この、かっこ……」

「だから、お仕置きだろ。悪いことした子どもにするお仕置きっつったらこれしかないから……なっ！」

「痛ッ……！」

　おむつを替えるような体勢にしたまま、平手を深雪の尻に叩きつける。パァンと乾いた音が響き、深雪の身体がピクリと震える。

「い、痛いよ、嘉人！」

「言っただろ、しっかりお仕置きしてやるって。ほら、もう一発！」

「あっ……！」

「しっかり反省……しろっ！」

「やあっ……――！」

　身体をよじる深雪の足をもう一度掴み直して、嘉人は深雪に顔を寄せた。

「ほら、動くな。あと、嫌って言うなって約束だろ？」

「だ、だって……」

「痛い思いする覚悟も、出来てるんじゃなかったのか？」

「う……」

　逃げ場を奪うように追い詰める。深雪は泣きそうに顔を歪めて、すんと小さく鼻をすすった。

　油断している。その隙に、嘉人は再び平手を落とした。

「やああっ、痛いよぉっ！」

「お仕置きだから、痛くしてん……だって！」

　――パァン！

　乾いた音に、いやいやをするように深雪は激しく首を振る。

「やだやだぁ！　こんなのやぁ！　いたい、やだ、いたいのやだぁ！」

「ダメ。もう一発！｝

「やあああっ！」

　乾いた音を、連続して響かせる。この痛みを、深雪はきっと忘れないのだろう。そうあって欲しい。そしてまた、もう二度とこんな男に引っかかりたくないと、思って欲しい。

　自分が深雪の最初で最後の男でありたいなんて――酷いのは、自分だ。

「痛くしてって言うからしてやってんだろ？」

「だって、こんなの、思ってなかった」

「俺は最初に会ったときから、ケツひっぱたくって言ったけどな」

「冗談だと思ってたし……」

「お前がいい子なら冗談で済んでたよ」

　これ以上の言い逃れは思い浮かばなくなったのか、深雪は口をつぐんでしまった。真一文字に唇を引き結び、覚悟を決めたように目を閉じる。

　とはいえ、本気で痛めつけるつもりはない。覚悟を決めたなら、あと一発――振り上げた手のひらを尻に叩きつける。今度は身を固くしたが、声は出さずに我慢していた。

　足を掴む手を離し、しかし体勢はそのままに、深雪の尻たぶに手のひらを添える。すぼまった菊花を開くように、親指で皺を広げていく。

「んっ……ぁ、それ……――」

　嫌だ、と言いかけたのだろう。深雪は慌てて口をつぐんだ。ギリギリセーフ、というところか。そのまま口にしていたらお仕置きを追加してやろうと思ったのに。少し残念な気持ちで、押し広げた蕾に唇を寄せた。

「ん……は……」

　わざとクチュクチュと音を立てて、深雪の入口を湿らせていく。

「あ……それ……」

「それ……何？」

「……な、でも……ない……」

「ふーん……」

　やだ、と言うのは深雪の癖なのだろう。頬を上気させ、意識を散らすように顔を背けて指を噛む。そうやって言葉をかき消そうとしているのだろう。だが、そうはいかない。嘉人は深雪の手を掴み、口から指を離させた。

「あっ……」

「指、噛んでたら声聞こえない」

「……聞こえなくていい」

「ダメ。声出して。それもお仕置き」

「それは、嘉人が好きなだけでしょ」

「そうだけど、お前の自由にさせないのもお仕置きだよ」

「うー……」

　文句を言いたげに唸る深雪の手のひらをそっと叩く。

「お前、膝の裏持ってろ。そのまま足広げて、動くなよ」

「これ……お尻、全部見えちゃう」

「見せろよ、お仕置きなんだから。それに……」

　これが最後なんだから。その言葉は呑み込んだ。深雪もそれ以上は言わずに、足を開いた状態で膝の裏を支える。

　無防備になった菊門に、嘉人は取り出したローションを塗りたくる。直後、最初から指を二本押し込んだ。

「ひゃっ……――！」

　驚いたのか、息を呑む。そのまま前後に動かしながら、指を鍵型に折り曲げた。

　コリ、と指先が何かを刺激する。同時に深雪が背中を反らした。

「あっ……そ、そこ……っ！」

「ココが、どうした？」

「あ、ぁ……そこ、は……」

「だから、どうしたんだよ？」

「やああっ……！」

　もう一度コリコリと刺激すれば、深雪はイヤイヤと身体をよじった。その甲高い声に、ニヤリと口角を上げる。

「嫌、って言ったよな？」

「あっ……ち、ちが……っ！」

「そうか？　俺には嫌って聞こえたけどな」

「きっ……のせい……ああああっ！」

　同じ場所を、何度も何度も刺激する。持ち上げた足をばたつかせ、首を横に振り抵抗していた。それでも結局勝てなかったのだろう。耐えきれなくなったように、深雪は身体をしならせ、叫ぶ。

「も……だめ、だめぇ……！」

「……あーあ、はっきり言っちゃった」

　クスリと煽るように笑うと、嘉人は深雪の睾丸を握る。

「約束したよな？　嫌とかだめとか言うなって」

「や……つぶさない、で……」

「つぶしはしねぇよ。けど、気持ちいいだろ？」

「……ん、きもち、い……」

「もっとしてやる。だからお前は気持ちよかったら気持ちいいって素直に言え……わかったな？」

「……はい」

　素直に頷く深雪の太股に顔を寄せる。足の付け根に唇をつけ、強く、きつく、吸い上げた。

　その部分だけ、赤く鬱血し痕が残る。それを確認してから、深雪の腰をポンポンと叩いた。

「四つん這いになれ。で、尻上げて」

「……また、叩く？」

「もう叩かない。だから四つん這いになったら自分で尻広げろよ」

　深雪はコクリと頷いて、体勢を入れ替える。肩で自分の身体を支えると、ぱっくりと口を開けたそこを、両手で更に割り開いた。

　そそり立ったまま垂れ下がるペニスを指で弾く。その刺激に身体をよじらせながら、深雪は甲高い声を出した。

「は……ぁ、ん……はや、く……」

「おねだり？　お前、もうお仕置きだって、忘れてる？」

「……ごめんなさい」

「まあ、いいんだけど……別に、ホントは怒ったりしてねえし」

　むしろ、本当は怒られるべきは自分の方なのだろう。光の下にいるべき人間を、こんな風に犯そうなんて。

　最初に誘ってきたのは深雪だ、なんてことは言い訳にもならない。それでもこの身体の味を覚えてしまった今はもう、そう簡単に忘れられない。

　口を開けた深雪の後孔に自身の剛直をあてがう。筋張った怒張を押し込めば、心地よさげな悲鳴が上がった。肉壁の体温を感じながら、ズブズブと奥へ押し込んでいく。

「……全部、入った」

「んっ……ぁ……おく、いる……」

「そう。奥に入ってる……」

　深雪の首筋に唇を寄せて、再び強く吸い上げる。服を着たらギリギリ見えない場所に。自分の痕跡を残していく。

　こんな欲求が自分にあるとは、思ってもみなかった。

　声を聞かせて欲しい。自分の手で愛らしく啼かせたくて仕方がない。感じて欲しい。昂ぶる感情を全てぶつけたい。

　忘れないように、痛くして。深雪はそう強請ったが、その気持ちは嘉人も同じだ。この鬱血が、一生消えなくなればいいのに。もう二度と会えなくても、深雪だけが知っている場所についた痕が、永遠に続く枷になってしまえばいいのに。

「あっ……よし、とぉ……」

　必死に自分の名前を呼ぶ。この声がずっと自分だけのものであるなら、これほど嬉しいことはなかったのに。

　悪魔に身を売ってしまえば、深雪をこのまま独占出来るのだろうか――

「んっ……ぁ、は……もっと……おく、いっぱい……ちょうだい……」

　身体をよじり、快感を求める深雪を、引っ張り上げて後ろから抱く。

「ひゃああっ……！」

　当たる角度が変わったせいか、深雪は可愛い声を上げる。どこか艶めいたその声色に、下半身は激しく脈打つ。

「深雪……みゆき……」

　貪るようにキスをする。引き寄せて、後ろを向かせて、重ねるしか出来ないのに、それでも何度も口づけた。

　とろりと蕩けた水晶の瞳は、微かに潤んで細められている。吐息が熱い。後ろから前へと手を回し、深雪の昂ぶりを強く握れば、唇からは嬌声が零れた。

「んっ……それ、それぇ……」

「それが……何？」

「す……ごく…………すごく、イイ……」

　今度は素直にそう言って、深雪はうっとりと微笑んだ。

「もっと、して……強く……この、温度……忘れたく、ないから……」

「……忘れちまえよ、こんなの」

「やだよ……やだ…………だって、初めて、だから……」

　そういえば、初めてだったんだと思い出す。深雪はここに来るまでは処女だった。それを奪ったのは自分で――

　大罪人じゃん、俺。

　自嘲するように笑って、嘉人は握る手に力を込める。前後させるのと同時に、腰も小刻みに動かした。

「あ……ぁ、は……んっ……きも、ち……ぃ……」

　いっそ、全てなかったことにしてしまいたい。

「よしと……よ、しと……」

　もう名前を呼ばないで欲しい。

「あ……ぁ、も、っと……でも……でも…………」

　このまま、終わらないでいて欲しい――

「おわらないで……」

　――どうして同じ気持ちでいるのに、終わりはやってくるのだろう。

　指先から駆け上がってくる快感に、嘉人は無駄に抵抗する。

　しかしそれは許されず、深雪も嘉人も、ほとんど同時に最後の熱を吐き出した――
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　翌朝目覚めると、隣に深雪の姿はなかった。

　リビングにも、トイレにも、洗面所にも、バスルームにも。どこにも深雪の気配はない。いつもなら嘉人を起こしてくれる愛らしい声が、家のどこからも聞こえなかった。

　玄関に靴がないのを見、嘉人は完全に諦めた。廊下の壁に背をついて、ズルズルとその場にしゃがみ込む。

「……帰ったんだよな、あいつ」

　最後だからと深雪は言った。嘉人自身もこれが最後と考えて、彼を抱いた。

　痛い思いもさせたし、痕跡を残してやろうと思って身体のあちこちにキスマークもつけた。終わらなければいいと願いながら、一緒に精も吐き出した。

　だから今朝の静けさはわかっていたことのはずなのに、空虚感がぬぐえない。

　なんてことはない。単に日常に戻っただけだ。そう自分に言い聞かせる。それでも、どうしても、心が寒い。

「ホント……知らないままでいた方が幸せなものってあるよな」

　諦めたように息を吐いて、嘉人はノロノロと立ち上がる。

　起きてからまだ何も食べていない。虚しい気持ちになるのは、腹が減っているからだ。そういうことにして何か食べようとキッチンに向かって――後悔する。

「……スープ？」

　キッチンには鍋がある。中にはスープが入っていた。まだ暖かい。完成してから何十分も経っていないのだろう。

　追いかければまだ間に合う。今すぐに駆け出せば、きっと――

　その考えを、首を振って追い出した。

「ったく……あいつもとんでもない爪痕残して行くよな……」

　お玉を手に取り少し掬って口に運ぶ。これくらいの温度なら、猫舌の深雪も冷まさずに飲めたはずだ。

　――余計なことは思い出したくない。

　蓋を閉じてお玉を置いて、嘉人は大きく息を吐く。

　込み上げてくる熱い衝動は、唾と共に飲み下して、腹の底に閉じ込めた。







４








　仕事に出ても、どうにも上の空でよろしくない。そう自覚しながらもどうにもならず、売上も伸ばせないままぐだついていた。

　その現状をよくないと思っているのは、嘉人だけではなかった。周囲にも悪い影響がある。店にとっての利益もない。夕べはついにオーナーから直接注意された。どうにかしろ、と。

「……どうにか出来るならとっくにしてるって」

「何をどうにかしてるって？」

　唐突に、眼前に缶コーヒーが現れる。振り返ると、翔がいた。

「お前かよ……」

「なんだその言い草。なんか悩んでるみたいだから話聞いてやろうって思ってるのに」

「そりゃどーも」

　投げやりな言い方になったのに、翔は文句を言わない。肩をすくめ、苦笑するだけだ。

　翔は嘉人の向かいに座ると、で、と促す。

「何かあったんだろ？」

「あー……」

「話したくなきゃ言わなくていい……って言いたいとこだけど、お前、売上に不調ががっつり出てるからさ、ほっとくわけにもいかねーんだよな、同僚として」

「まー……そうだよな。それはわかってんだけどさ……」

「わかってるなら諦めて素直に状況の報告しろって。何をそんな引きずってんだ？」

「……猫」

「猫？」

「猫が、出て行ったんだよ……うちにいたやつ」

「ああ、前に拾ったとか言ってた？」

「そ。で、そっから引きずってる」

　情けないと思われるだろうか。それとも呆れられるだろうか。嘉人はため息を零して天井を見る。

　しかし翔は何も言わず、そうか、と頷いた。

「……それだけ？」

「不調の原因、わかったからな」

「納得したのか、それで」

「そりゃ、大事なやつが出てったら誰だって落ち込むだろ。お前、猫が来たって言ってから楽しそうにしてたし、落ち込んで当然なんじゃねえのか？」

　ごく当たり前のことのように言われて目を丸くした。翔は嘉人の言う『猫』が人間だということは知らない。あくまでも本物の猫だと思って話をしているはずだ。

「疑わないわけ？」

「なんで疑う必要があるんだよ。何、嘘ついてんのか？」

「いや……大事なやつが出てったのは、本当だから……」

「含みのある言い方だな」

「いや……猫だよ。あいつは、猫だった」

「……ったく。ホントに猫だっつっときゃ、これ以上追求しないでいてやるのにさ」

　嘉人は苦笑する。嘘がつけない。というよりも、翔があまりに甘やかすから、嘘をついていられなくなった。

「女？」

「……みたいなもん」

「あーあ……ったく、ホストやってんならそれくらいちゃんと感情の処理をしろよな」

「うん……わかってんだけど」

「嘉人がそんなにグダグダになるっていうのも不思議だけどな。お前、今までずっと安定してたから」

「そうか？」

「こっちが心配になるくらい。けど、お前もやっぱ人間だったんだな」

「……当たり前だろ」

　当たり前だ。自分だって泣くし、落ち込むし、引きずる。ただ、そういう感情があったことに気づいたのが七年ぶりだというだけで。

「あーあ、どうしようもねえやつ……嘉人、お前今日指名は？」

「入ってない。最近営業かけてねぇからな……」

「ホントに屑になってるけど、大丈夫か？」

「……どうにかするよ」

「そしたらお前、今から俺の客に一緒につけ。その状態じゃ他のとこ行っても迷惑になるだけだろ」

「いいのか？　お前の客盗っちゃうかもしれねぇのに」

「今のお前にその脅威がまるでないから問題ない」

「はは……随分な言われようだぜ」

　それでも、今はその気遣いがありがたい。嘉人はさっさとフロアへ向かう翔について歩き出した。
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　青と紫を基調にしたフロアは、奇妙な妖艶さが漂っている。深夜の背徳的な雰囲気を、ライティングから演出しているのだ。

　店に入った瞬間から、客は別世界へ来たような気持ちになる。たくさんの男にかしづかれ、夢見心地で席に着く。

　翔と共に席に着く。見た目は若作りだが、恐らくそれなりに年齢のいった女性だった。隣に座ると香水がふわりと香る。身体のラインを隠す服装も相まって、品の良さが感じられた。

「今日も来てくれて嬉しいよ、レイコさん。今日、ちょっとおまけがいるけどいいかな？」

　雑な紹介に苦笑しつつ、嘉人です、と手を差し出す。優雅に握られた指先を感じながら、ふとその名前を思い出す。

「レイコさん……って、もしかしてクラシック好きの？」

「あら、ちゃんとリサーチしてくれてるのね」

「前に翔から話を聞いて……確か、お好きなんですよね、美園深雪が」

「ええそうよ。ふふ、予習は完璧なのね」

　予習どころか、ついこの間まで一緒に住んでたよ――などと言えるわけもなく、曖昧に笑って誤魔化しておく。

「……俺はあまり知らないんですけど、どんな歌手なんですか、美園深雪って」

　歌手としての美園深雪は知らないから、決して嘘はついていない。そう自分に言い訳しながら、嘉人はレイコの様子を窺う。

　翔が注いだ水割りを受け取りながら、レイコはそうねと首を傾けた。

「繊細な歌手よ、美園深雪って。人がイメージする天才そのものという感じ。透明感のある歌声は完成度も高いし、人の心を揺さぶるような感情を込めることも出来る。でも、プライベートでは少し幼いんじゃないかしら」

「そういえば、失踪騒動とか、報道されてましたね」

「そうなの。幸いコンサート目前で戻って来たみたいだけどね。何事もなくてよかったけど、今回はさすがに驚いたわ」

「よくあるんですか？」

「いいえ、初めてよ。美園深雪本人がいなくなるというのはね」

「……本人が？」

　それはつまり、本人以外が何かしたこともあるということなのだろうか。

　嘉人の疑問に答えたのは、翔の方だった。

「美園深雪の母親が食わせ者なんだったよね、確か」

「そう。美園若葉っていう、昔は深雪と同じように歌手だったらしいんだけど、栄光は掴めなかったタイプね。父親が誰かもわからないらしいわ。でも息子が天才だと気づいて、子どもの頃からその才能を利用してたの」

「利用、って……」

「学校に通う時間もないくらいあちこちのコンクールに連れ回して、歌以外に興味を持たせないように友達も作らせず、あの容姿で芸能活動なんかもさせてお金を儲けて、自分は裕福な生活をする……なんのひねりもない屑女よね」

　ストレートな批判だった。あまりにも辛辣で、嘉人も若干たじろいでしまう。だが、いつものことなのだろう、翔はカラカラと笑いながら、空になったグラスを二杯目に取り替える。

「いつもそれ言うよね、レイコさん。ホントにその、美園若葉？　って人嫌いなんだな」

「嫌いよ。あの女、いけ好かない」

「知り合いなんですか？」

「それほど深い仲ではないけどね、ちょっと話をしたことがあるだけ。私も音楽をやってたのよ、若い頃は。才能ないからすぐに引退しちゃったけど」

「才能ないからじゃなくて、いい旦那さん捕まえたからのくせに」

「あら、翔くん。ここにいるときは旦那の存在を思い出させないでって言ってるでしょう？」

「そうだった、ごめんね。でも、たまに思い出さないと、レイコさん綺麗すぎて手を出しちゃいけないってこと忘れるんだよね」

「調子の良いことを言うわね。まあ、そういうところも嫌いじゃないけど」

　クスクスと笑いながらグラスを傾ける。そんなレイコにもう少し聞いてもいいものかと、若干躊躇った。

　そのことに気づいたのだろう。レイコはクスリと笑うと、覗き込むように嘉人を見る。

「あなた、美園深雪が気になるの？」

「……どうしてそう思ったんです？」

「そういうお顔してるから。まあ、私も彼のファンっていうだけの女だけどね」

「業界に精通してる方じゃないですか」

「精通っていうほどでもないわ。今はただの道楽だもの」

「でも、美園深雪についてやけに詳しいですし」

「割と有名な話なのよ。美園若葉が勝手すぎて、やりたい放題なんだもの。それに腹を立てる人間は多くてね、あの女がコンサートを潰しかけたこともあったのよ」

「なんでまた……」

「そのときのプロデューサーと破局したから。愛人があちこちにいる女なの。息子を食い物にするだけじゃなく、他の男からも金を引き出す。そういう女って、女の中では最高に嫌われるのよね」

「まあ、男の立場でもいい女とは思えませんけど……」

「そうよね？　なのに身体を求められたらすぐにころっといっちゃうんだもの。あなたはそういうところない？」

「……ありませんよ」

　しまった――と思ったのは、深雪と初めて寝たときのことを思い出したからだ。あのとき、身体を求められていた。状況は若干違うが、結局その色気に勝てず、抱いてしまった。

　けれどおかげでわかったこともある。深雪がなぜ、身体で払うと言いだしたのか。世間知らずだった理由も――もしかしたら、家に帰さなければよかったのかということまで。

「美園深雪は……どうして失踪したんですかね？」

「あの女が嫌だったからじゃないかしら。子どもの頃から束縛されて、人との関係を持たせてもらえないのに、家には男を連れ込まれてヤッてるところを見せつけられて。歌手としての活動だって、あの子の好きにはやらせてもらえないのよ。本当にいけ好かない女。深雪くんは、帰って来ない方が幸せだったのかもね」

　――ああ、やっぱり。嘉人は静かに目を閉ざす。

　彼はきっと、逃げ場のない中で必死にもがいて飛び出して来たのだろう。最初から何度も言っていた。帰る場所はないんだ、と。それはまさに、言葉の通りだったのだ。深雪には、どこにも行く場所はなかった。各所に迷惑をかけるから、なんてもっともらしいことを言って、深雪を再び袋小路に押し戻しただけだったのかもしれない。

　いや――と、思い直す。もしかしたら、違うかもしれない。レイコは美園若葉が嫌いだから、意図的に悪く言っているだけ。その可能性だって捨てきれない。本来は何の問題もない家族かもしれないのだ。

　真相はわからない。深雪に何も聞かなかったから。

「ああ、そうだわ……もし美園深雪が気になるなら、あなた、コンサートに行ってみる？」

「え……？」

　レイコはバッグからぴらりとチケットを取り出すと、嘉人の手にそっと乗せる。

「行く予定だった友人が行けなくなって、チケットが余ってるのよ。無駄にするのも勿体ないから、あなた代わりに行ったらいいわ」

「……いいんですか？」

「ええ。是非行ってきて。彼の歌声、きっとあなたも気に入るわ」

　気に入るどころか、先日まで独占してましたよ――などとは言えず、ありがとうございますと礼を言う。

　追い出したのは、正しい行為だったのか、どうか。

　喧噪に包まれた店内で嘉人が思うのは、今、深雪がちゃんと笑えているかどうかということだった。
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　家に帰って扉を開けて、誰の気配もないことに疑問を抱く。

　もしかしてもう寝ているのだろうか――そう思ったところで気づく。もうこの家には、飼い主を待つ猫はいない。

　あの子と暮らす日々は、嘉人にあまりにも馴染んでいた。その幸せが、深雪が必死に現状から逃れようともがいた結果だったと知って、何も言えずに首を振る。バカなことをした。今更気づいてももう遅い。もっとちゃんと、話をしておけばよかった。

　深雪がこの家を去ってから、間もなく一週間。家ではどんな風に過ごしているのだろうか。聞く限りではなかなかな母親らしいが、深雪は泣いてはいないだろうか。

　わからない。ただひたすらに、彼が幸せであることを願う。

　誰もいないキッチンには、もう深雪の作った料理はない。

　リビングの窓辺から、優しい歌声が聞こえることもない。

　寝る前に抱き締める身体もなく、自分を起こしてくれる人もいない。全てが空っぽ。無邪気で生意気な彼の笑顔も、もうここには存在しない。

　窓辺に近寄り、一週間閉じたままだったカーテンを開け放つ。そうして見上げた夜空には、ぽっかりと月が浮かんでいた。

「……どうせなら、一人で見たくなかったよな、こんな月」

　その月は大きく、目を奪われるほど明るい。

　それを綺麗だと思ったのに、綺麗だなと伝える相手がいないことに、胸がギシリと軋んだ。
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　仕事のない日に翔の家に呼ばれるのは、たいていがガミガミと説教されるときだ。

　翔と嘉人は同い年だが、ホストになった経緯が違う。金のために手っ取り早く収入を得る方法としてホストになった嘉人と違い、翔は最初からホストに憧れ、二十歳になったらすぐに働くと決めて店にやってきたそうだ。

　その結果店に入ったのは同時期で、七年経っても続けているのも自分たちだけだった。だから自然と仲良くなったし、お互いのことも話している。だからこそ、若干詰めの甘い嘉人にも、翔は情け容赦なくつっこんでくるのだ。

「ほらよ、ボンゴレ・ビアンコ。あと白ワインな」

「お前って、作る料理も出して来る酒もお洒落だよな」

　やけに綺麗な器もそうだ。無地で白い皿を使うだけの嘉人とは違い、パスタを入れるだけの皿もお洒落でセンスのいいものを選ぶ。ワインはそこまで高くはないが、それでもそれなりに値が張るもので、客に気を遣わせはしないが楽しませる、絶妙なところをついてくる。

　本当に、天性のホストなのだろう。呆れ半分に考えていると、翔は得意気に口角を上げた。

「こういう客に見せないところでも努力をしないと、ナンバーワンホストにはなれないからな」

「それでホントにナンバーワンだからお前はすげーよ」

「お前も努力すれば出来るだろ、これくらい」

「そう簡単にいくかよ。……いただきます」

　律儀に手を合わせてから、パスタを口へと運んでいく。ふわりと広がる爽やかな香りに、嘉人はホッと息を吐いた。

「それで、嘉人。お前、美園深雪とどんな関係？」

「……藪から棒に何で？」

「この間、レイコさんにやたら聞いてただろ。あの人は好きな話出来て喜んでたけど」

「そりゃよかった。俺のも……あれだ。客を喜ばせるためのリップサービスだよ」

「嘘つけ。どう考えてもそんなんじゃないだろ」

　断言されて、苦笑いする。そうすることくらいしか、今の嘉人には出来なかった。

　図星を指されたとき、人はどんな顔をすべきなのだろう。

　けれど結局、誤魔化すのは辞めてしまった。諦めたというよりも、単に面倒になっただけだ。知られたところで、今更どうしようもないのだから。

　ワイングラスを口に運びつつ、嘉人は出来るだけ軽く言い放った。

「一緒に暮らしてた。先週まで」

「それって、お前、まさか――」

「猫。俺が拾って、うちで飼ってた猫。美園深雪だったんだ」

「……マジかよ」

　さすがに驚いたのか、翔は目を見開く。

「いや、人間だってのはこの間お前が白状したけど……女じゃなかったのか？」

「そんなようなもん、って言っただろ」

「……お前、ゲイだったの？」

「いや、そういうんじゃなかったな。男抱いたのも初めてだったし……気持ちよかったけど」

「まあ、男同士は気持ちいいとか言うけど……いや、ホントにマジで？　うわー……俺どんな反応したらいいんだよ」

「もう既に反応してるだろ。思いっきり動揺してる」

「動揺しないわけないだろ。なんつーか……ダメだ、コメントが浮かばない」

「まあ、俺がお前の立場でも、多分動揺しただろうしな」

「そうだよな……いや、ホントに……なんかすごいこと聞いちまった気がするわ」

　深々とため息を吐きながら、翔はワインを口に運んだ。ゆっくりとのど仏を上下させて、思案するように眉を寄せる。

「お前、レイコさんからチケットもらってたよな、美園深雪のコンサート」

「ああ、もらった」

「……行くのか？」

「もらったからには、一応……隅の方にいればバレないだろ」

「声かけに行くんじゃなくて？」

「かけるわけないだろ。俺はあいつを捨てたようなもんだし……今更合わせる顔なんてねえよ」

　パスタを口に入れ、ワインをあおり、嘉人は深く息を吐く。今更どんな顔をして深雪に会うことが出来るというのか。だいたいあっちも、会いたくないに決まっている。

「……懐いてくれてたんだよ、深雪」

「お前にか？」

「そう。なんで家出してきたのかとか聞かなかったけど、あいつ、どこにも行き場がないって言っててさ。それをガキのわがままだと思ったんだよな。テノール歌手だって知ったときは、ますます」

「単に嫌になったから家出してきただけだって？」

「そう。言い訳するわけじゃねえけど、あいつも抵抗しなかったんだよ。俺の家に泊めろって言ってたときは脅すようなことまでしてきたのに、帰れって言ったときは不思議なくらいあっさり受け入れて」

「それ、受け入れたんじゃないだろ。諦めただけじゃん」

　翔が吐き捨てる。やっぱりそうだよあ――と、嘉人は眉間に皺を刻んだ。

「気づかなかった。今更言っても仕方ないけど」

「そもそも事情を聞かなかったのが悪いんだろ」

「それも、ごもっとも」

「ったく……まあ、お前がずっと引きずってたのも、その理由も内容も、全部理解した。ったく、そこまで美園深雪に惚れてるなら、素直に言えばいいだろ、好きだって」

「……本当だよな。なんで俺、ちゃんと素直にならなかったんだろ」

　好きだ、と、そういえばちゃんと言ったことがあっただろうか。相手が察してくれるからと、何もかも甘えすぎていた。

「でも、これでよかったんだろ。あいつと俺は住む世界が違う。だから一緒に居るべきじゃない」

　だが翔は、鼻で笑って肩をすくめた。

「住む世界とか、そんなの自分が決めたものだろ？　そんな勝手な区分で相手の気持ちを決めつけるのもどうなんだよ」

「お前って……ホント、前向きだな……」

「お前が内にこもりすぎなんだよ。もっと前に出てみろっての」

　それはきっと、翔には簡単に出来るのだろう。だけど自分は無理だ。そんなこと、出来るわけもない。

　だから自分は、小さく息を吐き諦める。

　それでも、深雪の歌を聴くことだけは、どうか許してもらいたい――誰に向ければいいかもわからない懺悔を、嘉人はまた、自分の内側へと向けた。
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　レイコからもらったコンサートのチケットには、都内の大きな劇場の名前が書かれていた。座席数を考えてもたった一人の名前だけで埋まるのかと疑問に思ったが、到着した会場は人でごった返し、嘉人は目を見開いた。

　同時に、深雪が本当に別次元の人間なのだと思い知らされる。花束は用意してきたものの特に名乗るつもりもなく、受付に預け本人に渡してもらうよう手配し、そのままホールへと向かった。

　客席は空きがないほど埋まり、客層も様々だ。老若男女、本当に多くの人間に愛されているのだと見せつけられて、自分の判断は正しかったと必死で自分を納得させる。

　深雪にどんな事情があっても、これだけの数のファンを泣かせることは許されない。彼は決してアイドルではないけれど、ステージを見たいと思ってくれる人に支えられているのは確かだ。そういう人たちを悲しませるのは、許されない。

　――理屈では、これが正しい判断だ。

　客席につきしばらく経つと、照明が落とされる。コンサートはシンプルに、ピアノとバイオリン、フルートの伴奏に、深雪が歌うというものだった。深雪の声を際立たせるため、伴奏は最低限にする。それが美園深雪のコンサートの定番なのだとレイコは教えてくれていた。

　一瞬の静寂。そして、深雪が入場してくる。白い服に身を包み、銀糸の髪をなびかせて、深雪はステージの真ん中へ進み出る。正面を向き顔を上げ――一瞬彼は、息を呑んだ。

　目が合った――と、思ったのは気のせいだろう。客席に、何人座っていると思っているのか。座席は満席。レイコが友人に用意しただけあって、座席はそれなりにいい場所だった。それでも他の客に紛れて、気づく余地などあるはずない。

　伴奏が始まると、深雪は歌の世界に没頭する。そんな彼がこちらを見ていたはずもない。嘉人は深く息を吐き、その音楽に集中した。

　透明な歌声は、自然と身体に染み込んでいく。足の先から頭のてっぺんまで、深雪の声が響き渡り、喉の奥がチリリと痛んだ。

　あの夜、嘉人のためだけに、ベッドの上で歌ってくれたものと同じ。あの日は薄明かりの中で、伴奏もなく、深雪の声だけが響いていた。それでも嘉人は心を揺さぶられ、数年ぶりに泣いていたのだ。

　あのときは、まるで抱き締めてくれるような歌声だった。

　でも今は、違う。自分一人に向けられたものではなく、会場の無数の客に向けられたもの。自分はその中の一人でしかない。特別だなどと思ってはいけない。

　それなのに、自分のために歌ってくれているように思ってしまうなんて、どれだけ傲慢なのだろう。

　クラシックには明るくない嘉人も、そんなこととは無関係に、深雪の声だけを追いかける。

　あの唇が、もう一度自分の名前を刻んでくれたら、どんなに幸せだろうか――敵わない願いに身を浸しながら、嘉人はじっとその歌声を聞き続けた。
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　コンサートが終わっても、すぐには席を立てなかった。

　どうせ入口は混んでいる。退出には時間がかかるだろうから、ということを言い訳にして、嘉人は弛緩したまま力の入らない指先に、ゆっくりと力を込めた。大丈夫、動く。ヨロヨロと立ち上がり、会場の外へと向かった。

　コンサートの時間は約二時間。それだけの間、深雪の歌声を聞き続けて、それだけで腰が抜けた。かろうじて泣きはしなかったものの、あと少し聞いていたら危なかったかもしれない。鼻をすんとすすりながら、嘉人は建物の外に出る。

　既に日は暮れて暗くなり、風も冷たく吹きつけていた。コートの胸元をかき合わせ、人通りの減って来た道を歩き出す。

　深雪の声を聞くのは、これで最後にしよう。もういつまでも引きずっていては、人に迷惑をかけるだけだ。それならさっさと区切りをつけて、前に進んだ方がいい。

　ふと足を止め、空を見上げる。透きとおる冬の夜空には、欠けた月が浮かんでいた。

　深雪と出会った日には、満月が浮かんでいたはずだ。あれから何度、月は満ち欠けしたのだろう。目を細める。

　さざめくようにざわめきが押し寄せてきたのは、その瞬間のことだった。

「美園深雪を見なかったか――」

　聞こえた声に、嘉人は思わず振り返る。

　ホールの中で、黒服たちがばたついている。その表情には焦りが浮かび、ホールに残っていた客たちも、驚いたような顔をしている。

（美園深雪が、また姿を消した？　そういうことなのか？）

　理解が追いつかず、戸惑う。そんな嘉人の右の手首を、誰かががしりと掴んだ。

「……っ！」

　息を呑んだその瞬間、帽子を深く被った黒い服の小柄な影が、嘉人を引っ張って駆け出した。

「おい、お前――」

「しーっ……」

　黒服の少年は嘉人を制止し一気に駆け出す。

　振り返ったその横顔に、嘉人は目を見開き、言葉を失い――

　気づけば停車したタクシーに、放り込まれるように乗っていた。
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　車内で落ちついてから、彼は帽子をバサリと取る。

「やっぱり……」

「……久しぶりだね」

　白い肌に、銀糸の髪。挑発するように瞳を細めるのは、間違いなく美園深雪だった。

　ついさっきまで、ステージ上で歌っていた少年。どこか猫のような仕草で嘉人の方へ身体を寄せると、そっと手を握った。

「来てくれると思わなかった」

「……気づいたのか、あの舞台から」

「気づいたよ。すぐにわかった。よく、大切な人は輝いて見えるとか言うけど、それって本当なんだなって。それくらい、嘉人のこと、よく見えてた」

　それなら、深雪がステージに現れたあの一瞬、目が合った気がしたのは思い込みではなかったのか。絡められた指先に、力を込める。そんな自分が望んでいるのは何なのか。わかっているから意図的に、嘉人は深雪を引き寄せた。

「お前、何逃げて来てんだよ。どんだけの人に迷惑かけるか、理解したんだろ？」

「したよ。したから、今日まで我慢したんだ。嘉人に言われるまで、どれだけたくさんの人が僕のステージに関わってるか、考えたこともなかったけど」

「……それは、なんで？」

「聞かなくても、知ってるんじゃないの、もしかして」

　試すように訪ねながら、深雪が顔を覗き込んでくる。そんな深雪に目を細め、くしゃりと頭を撫でてやった。

「どうして戻って来たんだよ」

「コンサートが終わったからだよ。これでもう、誰にも迷惑かけないでしょ？」

「これからの予定は？」

「今のところないんだ。この先、仕事はひとつも入ってない。僕の知らないうちに勝手に入れられてたらわからないけど……そんなの僕には関係ないでしょ？」

「確かに……お前のあずかり知らないところで組まれた仕事はお前の責任じゃねえよな」

「でしょう？　だから、もう誰にも迷惑をかけない。嘉人に怒られることだってないんだ」

　晴れ晴れとした表情で笑う深雪に、今すぐにでもかぶりついてキスしてやりたい。

　だがそれは当然今は出来ないことで、抱き寄せるだけでぐっと堪える。

　擦り寄るように顔を寄せた深雪が、車の走行音に紛れて囁く。

「……今度は、優しくしてよ」

　強請るように見上げる深雪に、優しく頷いてやる。

　安堵したような口元に、本当は今すぐ噛みついてやりたかった。
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　適当な路地で止めてもらって、裏路地のホテルに部屋を取る。

　部屋の扉を入った途端、嘉人は深雪を壁に押しつけ、貪るようにキスをした。

「んっ……ん、ぁ……」

　苦しげに吐息を漏らすのも、今の嘉人には関係無い。

　最初は触れるだけ。そこから徐々に深く重ねて、最後には深雪の酸素も奪って。器用に靴を脱ぎ捨てながら、細い身体を抱き締めた。

「よし、と……」

　口の端から零れた声は、嘉人の股間を刺激する。もう二度と聞けないと思っていた。その唇から声が零れて、興奮せずにはいられなかった。

　両手で時折頬を包み、顔の角度を変えながら、嘉人は深雪の服をまさぐる。サイズの合っていない黒い服は、深雪には似合わない。やはりこの子に似合うのは白だ。純白の、天使のような。中身は相当な食わせ者だけど――そう重いながらシャツを脱がせると、白い肌がホテルの淡い光の中に浮かび上がった。

　自らもコートとシャツを脱ぎ捨て、お互いに上半身を露わにする。両手で慈しむように身体をなぞり、首筋を経由して胸元の突起へ、嘉人は唇を這わせた。

「あっ……ん、は……がっつき、すぎ……」

「うるせー、よ……お前のせいで、溜まってんだから……」

「僕の、せいなの……？」

「お前が俺に、セックスの味を教えるからだろ」

「それは、こっちのセリフ……僕、エッチしたの初めてだったんだから」

「なんか、お前の口から『エッチ』とか聞くと、ヤバい……股間にクる」

「嘉人、そんなに、オッサンくさかったっけ……？」

「お前から、見たら……オッサンだろ……」

　そう言ってやるとニヤリと笑い、そうだねと口を動かす。互いの肌を確かめるように触れながら、二人はもう一度キスを交わした。

　重ねた唇から吐息が漏れる。まだ部屋に入ったばかりなのにと思っても、昂ぶる思いを止められない。

「ね……ベッド、行こうよ……」

「ん……」

「それとも……ココで、する……？」

「……しようぜ」

　深雪の股間をまさぐりながら言ってやれば、彼は満足そうに身体を寄せた。

　腰に腕を回し、首筋に口づけ、胸元の突起をつまんでやる。それだけで昂ぶった深雪の股間は、ズボンの中に収まっているのも苦しそうだった。

「そこ、立ってろ」

　壁に背中をつけさせたまま、嘉人は深雪に跪く。ズボンと下着を纏めて指を掛け、勢いよく引きずり下ろした。

「んっ…………！」

　下着の端に引っかかって、深雪の股間が上下に揺れる。陰嚢を片手に包み、小指から順に力を込めれば、可愛い声が漏れてきた。

「ひゃうっ……」

「……イイんだ？」

「う、るさい……」

　文句を言われるままに、深雪の柔らかな肉袋を揉みしだく。最初は可愛らしく垂れ下がっていた肉棒も、自分は男だと主張するように昂ぶっていく。

　その先端を引っ掻くように擦ってやれば、壁につけたままの背中をのけぞらせた。

「あ、ぁ……ん、それ、もっと……」

　食らいつきながらそれでも慈しんでくれる、嘉人の想いが。そうでもしなければ立っているのも辛いのだろう。深雪が悦楽に飲まれていく様を、先端に唇をつけながら、上目使いに嘉人は眺めた。

「う……ぁ……はぁ……すご、い……イイ……」

「……素直だな」

「だって……したかったんだもん……嘉人、に……舐められるの、すき……」

　甘えるように呟いて、深雪は自ら腰を動かす。すぼめた口で吸い上げると、掠れる声で囁いた。

「きも……ちぃ……」

「……こないだまで、すぐにやだやだ言ってたのにな」

「や……な、ときも、ある……」

「でも、今はいいときなんだ？」

「ん……嘉人、もっとして……」

「了解」

　口角を上げて、彼の求めに応じてやる。

　双丘を割り広げ、アナルを大きく横に広げる。少しだけ舌の先端をすぼめて、そのまま一気に押し込んだ。

「ひゃあああっ……あ、あ……ああっ……う……」

　歌うような悲鳴が響き、嘉人は鼓動が高鳴るのを感じる。この声だ。自分を昂揚させて、脳内の理性を一気に奪い去ってくれる。まるで意識を弛緩させるクスリのようだ。奥へ奥へと舌を押し込みながら、嘉人は深雪の睾丸を握る。

「ふっ……う、ぁ……それ、も……いい……」

「柔らかいな、お前のコレ……」

「んぅ……つぶさ、ないで……よ？」

「そんなことしねーよ……」

　屹立とは違い、柔らかい肉袋は硬くなったりはしない。ちょうど手のひらに収まる感触が心地よく、舌で菊門を押し広げながら、手遊びのように揉みしだく。

「ん……それ、いい……」

「それって、どっち？」

「お尻と……おまたの、どっちも……」

「はは……どっちもかよ」

　贅沢者、と囁いてやりながら、嘉人はそっと舌を抜く。

「ん……」

　物足りなげに切ない声を出した深雪を、油断させるように数秒待って――右の尻たぶに歯を立てた。

「ああっ……！」

　今度は愛らしい悲鳴が響く。軽く歯形が付いたそこを、今度は舌で丁寧に舐めた。

「ん……いた、い……のと……」

「気持ちイイ？」

「きも……ちぃ……どっちも、ある……」

「どっちが好き？」

「……どっち、も……痛いのも……きもちぃのも……嘉人からなら、どっちも、ほしい……」

「ほんっと……贅沢者」

「ひゃあああっ！」

　まるで全てを吸い尽くすように、嘉人は深雪の尻穴に唇を寄せた。悲鳴が上がる。熱を帯びたその声は、やがて霧散して蕩けて、消えた。

　されるがままだった深雪は、ついに膝から崩れ落ちた。けれどそれで終わりにはさせない。嘉人は深雪の身体を持ち上げ、くるりと壁の方を向かせた。

「壁、手、ついてて……そのまま、ケツ出してろよ」

「ん……」

　腰に腕を回し、自らも深雪の身体を支える。そのままくすんだ色の肉口に、口をつけ舌を押しつけた。

「あ、あっ……は……ん……」

　深雪の声は、さっきよりワントーン高くなる。突き出した尻に這わせた舌で、すぼまりの皺を湿らせていく。

　あれ以来、使っていなかったのだろう。久しぶりで敏感になって、じゅるりと音を立てるだけで背中がしなっている。

「や……む、り……も、ささえ、られない……」

　最初は頑張っていた深雪も、耐えきれなくなってズルズルと崩れ落ちる。猫が伸びをするように背中を反らせ、腰だけ浮かせた状態で、深雪の菊花は満開になっていた。

「入れて……なか、おっきいの……嘉人の、硬いの……欲しい……」

　煽るように腰を突きつける深雪の背中にキスをする。

「久しぶりなんだから、痛かったら言えよ？」

　優しく太股をひと撫でしてから、嘉人の怒張を押しつけた。ふわりと開いた花の真ん中に、そそり立つそれを押し込んでいく。

「ひぁ……あ、あ……――」

　掠れ、消えそうになる声に、嘉人は必死で抵抗する。後ろから抱き上げ、背中を包み込むようにして、深雪の身体を持ち上げた。

「あぁ……っ、あ、あ……！」

　奥まで挿入された嘉人の昂ぶりが、深雪の好きなところを叩く。その瞬間、溢れだした嬌声は、嘉人の脳髄を刺激する。

「あ、ぁ……すご、い……おっき、い……だめ、むり……ぃ……！」

「いいよ……イきたかったら、イッて」

「う……ぁ、はぁ……きもち……い、も……イく、イく……――！」

　よっぽど溜まっていたのだろう、小刻みに動かす嘉人のモノで、十分も保たずに深雪が達する。

　白濁は床に飛び散って、完全に弛緩した深雪の身体が嘉人の腕にのしかかった。

　その重みの愛しさに、抱き寄せて、キスをする。

　蕩けた瞳をこちらに向けて、深雪は下唇を甘噛みした。

「……ベッド、いこ……もっと、もっと……おかしくなるくらい、シたい……」

「わかった……意識、飛ばしてやるよ」

　その頬を優しく撫でてやってから、嘉人は深雪を抱き上げた。
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　――深雪にとって、嘉人は初めての男だ。

　ずっと何も知らなかった。学校にもほとんど行かず、他人とあまり口を利かず、母親だけを全てだと思ってその言うことを聞いてきた。

　けれど、セックス、というのが何なのかは知っていた。

　寝苦しい深夜、水を飲もうとキッチンへ向かうと、時々リビングに灯りがついている。たいていは男がやってきた夜のことで、扉の外からも甘えるような嬌声がはっきりと聞こえて来た。

　身体にある穴に男の棒を押し込んで、前後に動かす。すると入れられた方は甘い声を出し、縋るように首に腕を回すのだ。

　そういう行為をセックスというのだということだけ、深雪はよく知っていた。そしてセックスをした翌日、深雪の次の仕事が決まるのだ。

　だから何かの契約をするのは、セックスをしてからなのだと思っていた。それが違うと知ったのは、嘉人に出会ってからだった。

「深雪……」

　ベッドに深雪を押し倒し、慈しむように声を漏らす。立派なのど仏が上下に動き、口づけを交わすと少し伸びた髭がザリと肌をくすぐる。深雪は発達が遅いからか、体毛が極端に薄い。だから髭も生えていなくて、この感触は嘉人とキスをして初めて知った。

　初めてのことは他にもある。たとえば人肌があったかいことや、筋肉は思ったより柔らかいことも、嘉人に抱かれて初めて知った。

　胸の突起をコリコリつままれると、信じられないくらい気持ちいいことも嘉人に会うまで知らなかった。

　年上の男の人が、甘えるように身体を寄せるとびっくりするほど胸が高鳴ることも知った。

　男根と男根を擦りつけると、不思議な感触で心地よいことは面白い発見だった。

　こんな風にいろんな「初めて」を嘉人に捧げた。もちろん、自分のアナルが思ったよりも大きく開くことも、嘉人の巨大な昂ぶりも飲み込んでしまえることも、嘉人が初めて教えてくれたことだった。

　嘉人は深雪の足を上げると、広がった口に自身を押し込む。ズブズブと飲み込んでいくのを感じながら、深雪はつま先に力を込めた。

「あ……ぁ、おっき、い……さっき、より……おっきく、なってる……」

　廊下で抱かれたときには、深雪しか達しなかった。お預け状態になっていた嘉人が大きいままなのはわかるけれど、それにしても大きい。一度彼を受け入れたはずの孔腔でも、受け止めるので精一杯だった。

「……痛い？」

　囁くように訪ねられ、フルフルと首を振る。涙が浮かんでいるのは感じていた。それでもこれは、嫌だから出る涙ではない。

　微かに目を細めて、嘉人の首に腕を回す。

「へいき、だから……嘉人の、おっきいの……もっと、ちょうだい……」

「煽んなって……これ以上、デカく、なるかよ……」

「嘘だよ……もっとおっきくなる……嘉人、前にシたとき、もっと……ギチギチ、だった」

「それ、お前のケツが、広がっただけじゃ、ねーの……？」

「ちがうよ。僕……嘉人のとこ、出てから……してないもん……」

「……そ」

　セックスは、契約をするための行為だ。だから深雪は、一度もセックスをしたことがなかった。契約を取ってくるのは母親だから。でも本当は、そうじゃないことに薄々感づいていた。

　学校にはほとんど行っていない。友達もいない。この年になって、携帯電話も持っていない。インターネットも知らない。この世界で知っているのは、母親の言うことを聞いていればいいということだけだった。

　――だけどそれが違うことに、薄々感づいていたのだ。

「奥、入った……動いていいか？」

　掠れる声が囁く。見上げれば、余裕のない獣の目をした嘉人の顔がそこにあった。

　ゾクリとする――深雪は深く、頷いた。

「いいよ……動いて。めちゃくちゃに、してよ……」

「は……言われなくても」

　深く口づけた嘉人が、前後に腰を動かし始める。
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　最初は緩かったその動きも、徐々に激しく、小刻みになっていく。ぱちゅ、ぱちゅ、と接合部が音を奏で、それに合わせるようにして、自分の声もこぼれ落ちた。

「ひ……ぁ、は……おく、すごい……きも、ちい……きもちぃよ、嘉人……」

「深雪……すっげ、お前の、ナカ……熱い……」

　肉癖に擦れる嘉人の亀頭が、ゴリゴリと深雪を刺激する。怒張して筋張ったソレが前後する度、深雪の入口と最奥の突起が、交互に刺激されて深雪は嘉人の肩を掴む。

「ぁ……はっぁ、ぁ、……は、ん……よしと……もっと、おく……」

「なん、だよ……まだ、たんねーの……？」

「だ、って……すきな、とこ……コリって、して……」

「ん……ココ、か……？」

「ひゃぁん……！」

　大好きな刺激に電流が走り、嘉人の肩を掴んだまま、深雪は大きくのけぞった。余裕のない顔をしたまま、嘉人は同じ場所を何度も突く。

　――頭が、おかしくなってしまいそうだ。

　深雪は必死で正気を保とうと奥歯を噛みしめ身をよじる。けれどそうすればするほどに、嘉人の怒張は深雪を刺激し、それ以外のことが考えられなくなっていった。

「も……もぅ……これ、が……」

「これが？」

「ほし、くて……ほしくて、ほしくて、仕方ないよ、嘉人……」

「これって？」

「んっ……嘉人、の……」

「俺の、なんだよ？」

「嘉人の、ぉ……お、おちんちん……きもちぃ、からぁ……！」

「ははっ……いいな、その響き……」

　満足そうに目を細めて、嘉人が深雪に口づける。腰を乱暴に前後させながら、唇に彼の歯が当たる。少し痛い。でも、それ以上に気持ちがいい。

　パチュパチュと音を立てる繋ぎ目に、自分の声も重なっていく。

「あ……ぁ……すき……だい、すき……」

「セックス、するのが……？」

「それも、すき……」

「否定しねぇのかよ……」

「でも、でも……違う……」

「どう違う？」

「……嘉人が、好きぃ……」

　そう口にした瞬間、ポロポロと涙が溢れてくる。

「好き……すきぃ……嘉人が、すき……ずっと、いたいよ……離れるの、やだよ……もう、どこにも……どこにも、行きたくない……！」

　自分でも何を言っているのか、わからない。とにかくひたすら、まるで縋るように、深雪は何度も繰り返す。

「すき……よしとが、すき……すきだよぉ……！」

「俺も……好きだよ。お前のこと……離したくない」

　嘉人の腕が、深雪の身体を抱き締める。

「どこにも行くな……お前は、俺の救いなんだ……お前がいなきゃ、俺はダメになる。だから……だから、頼むから……どこにも行かないでくれ……」

　懇願するように口にする嘉人も、まるで子どものようだった。あれがほしい、どうしてもほしい。そう言って泣く幼子だった。

　ああ、そうか。嘉人も自分と一緒だったんだ――そう思ったら、一気に理性が吹き飛んだ。

「もっと……もっと、ほしい……嘉人が、ほしいよ……」

「ああ、やるよ……全部やる……だから、俺にも……お前を、よこせ」

　太い腕に抱き締められて、深雪はポロポロ涙を流す。

「お前の、全部を……一生を、俺は、欲しい……」

　そんな風に求めてもらえるなんて、思ったこともなかった。

「だから……俺を全部飲み込んで、頭、吹っ飛んじまえ」

「はぅっ……！」

　勢いよく腰を突き上げられて、深雪は大きくのけぞった。快楽が、じわりじわりと押し寄せてくる。ああ、気持ちがいい。心地が良い。好きな人に抱き締められて、好きな人を全部受け止めて――それがこんなに気持ちがいいと、深雪は今まで、知らなかった。

　奥の奥、深雪の一番イイところを、嘉人の先端が強く突く。

「んっ……ぁ、は……はぁ……ぁ……ん、よし、とぉ……そこ、そこぉ……おかし、く、なるぅ……」

「いいぜ……おかしく、なっちまえ……俺しか、見えなくなっちまえ、よ……」

　嘉人の吐息も荒い。ただただ深雪を貪ろうとする獣のように腰を動かし、それなのに抱き締める腕には優しさが感じられる。

　指先から伝わる。食らい付きながらそれでも慈しんでくれる、嘉人の想いが。すっぽりと深雪を包み込む、大きな安らぎが――伝わる。

「イ、く……イッちゃう……もう、だめ、よしと……！」

「俺も……もう、余裕、ねぇ……から、イッちまえ、よ……」

　――知らなかった。ずっと、こんなに気持ちよくて、暖かくて、優しい気持ちにされることがあるなんて。

「嘉人、よしとぉ……！」

「イけよ……深雪……俺も、もう……――！」

「ひ、ぁ……や、あああっ……！」

　つま先から駆け上がってくる快楽に、深雪は白濁をまき散らしながら背中を反らす。

　同時に嘉人からの奔流が深雪の身体に叩きつけ、身体の奥から満たされていく自分を、感じた。







４








　バスタブに張った湯船の中で、嘉人は深雪を後ろから抱き締める。疲れたのか、それとも気を許してくれたのか、深雪は嘉人に身体を預け、お湯の中で手遊びをしていた。

「嘉人って、ホントにおっきいよね。股間以外も」

「なんだその注釈は」

「身体がおっきいなって思って。よっかかると座り心地がいいよ。ちょっと硬いのが当たってるけど」

「うるせーよ。好きなやつ抱き締めてて硬くならない男がいてたまるか」

　ぐりぐりと頭を撫でてやると、嬉しそうにクスクス笑う。そんな無邪気で生意気な様子を見ていたら、嘉人も思わず笑ってしまった。

「……もうこんな風に出来ないと思ってた」

　後ろから抱き締めて、首筋にキスをして、顔を埋めて。全力で甘えながらそう呟けば、僕も、と深雪が返事をする。

「嘉人の家、出てったときは、もうダメだって思ってたんだ。二度と嘉人に会えない、これでおしまいなんだ、って。ちゃんと思ってたの。だけど、ダメだった。どんどん寂しくなって……会いたくなってた」

　パチャリ、と音を立てる。深雪の指先が水面を小さく叩いていた。

「僕の家、おかしいって、どこかで聞いたでしょ」

「……うちの店に、翔ってのがいてさ。俺の同僚。そいつの客が、お前のファンだった」

「ふうん……その人から聞いたんだ」

「ああ。その人も昔、音楽やってたとかで……やたら詳しかった、お前の事情」

「そう……たぶん、そういう人結構いるよ。特に女の人なら、うちの母親といろいろやりあってるみたいだから」

「……なかなか、エキセントリックな母親みたいだな」

「何それ、おもしろい表現」

「あー……それ以上オブラートに包めなかった」

「いいよ、別に、包まなくても。おかしいもん、うちの母親。そのこと、僕も知ってるから」

　あまりにもあっさりと言うのは、きっとそれだけ諦めてきたからなのだろう。深雪を背中から抱き締めて、嘉人は小さく息を吐いた。

「なんで、家出したんだ？」

「……うちの母さんはおかしい、って気づいちゃったから。ずっと、気づかずにいられたんだけど、ダメだった。僕も、人形じゃないから。ちょっとずつ、賢くなっちゃった」

「賢くなっていいんだよ……そうしないと、いつか限界が来る」

「うん、そうだけど……そうだけど僕は、賢くないままの方が平和でいられた」

　母親に決められた仕事だけして、人間関係を築かずに、ただただ金のなる木で居続ける。そんなの、気が狂いそうになる。だけど深雪は子どもの頃からくり返し、疑問に思うことすらもなかったのだろう。

　あるときね――と、深雪は歌うように言葉を紡ぐ。

「僕の家に、男の人が来たの。いつも来るんだけど、そういうとき、僕はいつも隠れてて。人の気配がなくなるまで、部屋のすみっこでじっとしてた。そうしないと、聞こえちゃうんだ」

　何がとは言わなかったが、要するに、そういうことなのだろう。母親の行為を見せつけられるのは、どんなに気持ち悪いことか。最初はわからなかったその行為の意味を知れば、性格だって歪みそうなものなのに。

　だが深雪は純白だ。世間知らずではあるが、だからこそ全てを肯定している。何者も深雪を汚せない。どこまでも続く美しい白――

　新雪のような柔らかな声で、深雪は更に続ける。

「いつもはちゃんと隠れてたんだけど、その日だけうっかり廊下で出くわしちゃったの。おっきい男の人だった。それで、僕に言ったんだ。この家に居続けたら、いつかお前もおかしくなるぞ、って」

「それだと、お前の母親はもうおかしいって言ってるようなもんだよな」

「実際、そうだったんだと思うよ。でも、僕は母さんしか知らないから、それがおかしいのかどうかもわからなかった。よくわからなくて首をかしげて、でもその瞬間、外の世界が気になっちゃったんだ」

　靴を履いて玄関を出る。嘉人には当たり前の行為だ。しかし深雪にとっては、それは当たり前のことではない。初めてのことで、知らないことで、きっと怖いことだったに違いない。

　それでも深雪は家を出た。何も持たず、ふらふらと歩き続けて――たどり着いたのが嘉人の元だった。

「何も考えてなかったんだ。どこでもいいから行ければいいって思ってた。でもその後どうしたらいいかわからなくて、足も痛いし、寒いし、怖いし……そしたら嘉人が僕のこと、連れてってくれた」

「半ば脅されたようなものだったけどな」

「上手だったでしょ、駆け引きするの」

「お前の知識が偏っててろくでもないことはよくわかった」

「酷いな、嘉人。ありったけの勇気を振り絞った結果だったのに」

「ん……そうだな」

　それは認める。彼の置かれていた境遇を考えたら、本当に奇跡的なことだ。嘉人には想像もつかない。深雪の世界は、嘉人の世界とはあまりにも違う。

　深雪はくるりと身体を入れ替え、向かい合って首に腕を回す。湯船の中、スローモーションのように動き、熱い唇を重ねた。

「……迷惑かけるって、わかってるんだ」

　微かに唇をくっつけたまま、深雪は泣きそうに目を細める。

「僕が、嘉人と一緒にいれば、嘉人にもきっと被害が及ぶ。変なことに巻き込まれるかもしれない……今までも、そういうことあったから」

「お前と仲良くなったやつ……か？」

「そこまで仲良くなかったけど……僕に興味持って近づいてきた人とか、向こうから話しかけてきた人とか……そういう人、気づいたらいなくなってた」

「それは穏やかじゃねえな……」

「よくないことがあった、っていうのは聞いたんだ。でも、何があったのかはよくわからなくて……でも、コンサートの現場とかで会った人なのに、二度と来なくなったりしてた」

「まあ、全員が全員じゃないかもしれねぇけど……」

　母親の様子を聞いていると、恐らく『何か』されたのだろう。それが何かはわからなくても、不穏な空気は深雪も感じていたというわけだ。

「お前は？」

「え？」

「何もされなかったのか、母親に。その様子だと、色々ヤバい感じだろ」

「うーん……」

「されたのか？」

「……家に帰ったら、部屋に閉じ込められた。鍵かけられて……トイレも、行けなくて。母さんに言ったらやっと出してもらえる。食事は……一応、一日二回。でも、マズかったな」

「監禁じゃねえかよ……」

「うん……そっか。ああいうのが監禁なんだ」

　初めて知ったとばかりに言う深雪にあっけにとられる。そんなことがこの日本で起こっているとは、にわかには信じられない。だが、深雪が嘘をついているとも思えない。

　彼は本当に、すさまじい場所で生きていたのだ。

「うちの母さんね、ご飯がマズいの。そもそも、作れないし。僕、家にいるときは自分でご飯作ってた。母さんは、どっか行って食べてくるから……でも、一度食べたことがあるのしか、味がわかんなくて、作れなくて」

「ああ……もしかして、お前が作れる料理が偏ってるのって、それでか」

「うん。知らないの、作れないから」

「……なるほどな」

　色々と腑に落ちた。腑に落ちると、途端に深雪が愛しくなる。抱き締めて、ドロドロに甘やかして、なんでもやってやりたくなる。

　せっかくこの腕に帰ってきたのだ。それなら、こいつの好きなことを片っ端からやってやるのもいいかもしれない。

「なあ、深雪」

　自分の足に跨がるようにして、向かい合って座る。そんな深雪の目を真っ直ぐに見て、尋ねる。

「お前さ、これからどうしたい？」

　その問いに、深雪はキョトンと目を見開いた。

「……考えてなかった」

「飛び出してきたのに？」

「だって……どうしても、嘉人のところに帰りたくて……それしか、考えてなかったから」

　帰る。そう言ってくれた深雪のことが、愛しくてたまらない。そっと口づけ、そのまま至近距離で視線を交わす。

「何したいか、言っていいよ。お前のしたいこと、全部叶えてやるから」

「……本当に？」

「本当に。死ね、ってこと以外は」

「そんなこと言わないよ。でも……それに近いことかも」

「何？」

「言っていいの？」

「いいよ、言えよ」

「……じゃあ、えっと……あのね」

　恥ずかしがるように俯いて、モジモジと身をよじる。じっと言葉を待っていてやると、やがて深雪は、思い切ったように顔を上げた。

「僕と、逃げて。どこか、遠く……僕を追いかけてくる人が、いない場所に」

「なんだ、そんなことかよ」

　嘉人は深雪を抱き寄せて、背中に強く腕を回した。

「いいぜ、どこにでも行ってやるよ……お前のことは、俺が全力で守ってやる」

　その瞬間、深雪の身体が嘉人に密着する。背中に回された彼の腕に、ギュッと力が込められた。

「大丈夫……もうお前を、一人にしない」

　それは同時に、嘉人が一人にならないことでもあるから。

　首筋に顔を埋めた深雪が、子どものように嗚咽を漏らす。ずっとひとりで、ずっと耐えてきたのだろう。だけどもう、彼は決して一人ではない。

　一人になんてしない――そう胸にしっかりと誓い、嘉人は深雪を強く、抱いた。
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　降り注ぐ朝日を顔に浴びて、嘉人はわずかに顔を歪めた。清かに吹きつけるぬるい風は、海の匂いを纏っている。

「ん……」

　寝返りを打った嘉人は、もう少し寝ようかともぞもぞ動く。だが、近づく気配に気づいて、目を閉じたまま口角を上げた。

　ベッドのスプリングがギシリと軋む。一応起こさないようにと気を遣っているつもりなのか、その気配はそろりそろりと近づいてきた。衣擦れの音を聞きながら、嘉人はその気配が腕の中に潜り込むのを感じていた。

「ねえ、起きてるでしょ、嘉人」

　尋ねられて、ククッと笑いを零してから目を開ける。

「お前が気配を隠す気もなく近づいてくるからな」

「だって、そろそろ起きて欲しかったんだもん。いい天気だよ、久々に。海が遠くまで透きとおってる。空も青いよ。だから起きてよ」

　水晶の瞳を大きく広げ、まくし立てるように深雪がはしゃぐ。日本の離島にあるこのコテージは、東京を出てから五つ目になる巣箱だった。そう長い間滞在するつもりはないが、真冬の東京から一転してほどよい気候にやってきて、しばらく棲み着きたいと思うほどには気に入っていた。

　自宅とレッスン場とコンサートホールくらいしか知らなかった深雪は、旅を始めてから始終はしゃいで目を煌めかせていた。無理もない。見るもの聞くもの初めてで、物珍しいのだろう。

　かくいう嘉人も離島に来たのは初めてなのだが。ホストをやってコツコツと貯蓄しておいて、本当によかったとしみじみ思う。この日本に、こんなに綺麗な景色があったのかと、初めて来た日には感動したものだ。

　白い砂浜、抜けるような青空、優しい風、波の音。

　裸足で砂浜を歩きながら、深雪は楽しげに歌を奏でる。子守歌だったり、童歌だったり、クラシックだったり、歌謡曲だったり。その日に浮かんだ曲を口にし、いつでも彼は笑っていた。

　深雪を抱き締め、起き上がる。波打つシーツにちょこんと座り、深雪は期待に満ちた顔で自分を見上げた。

　やっと手に入れた、大切なもの。深雪の顎に指をかけ、わずかに上向かせ唇を重ねる。注いだ吐息に深雪はうっとりと目を細めた。

「昨日まで三日間、雨だったもんな」

「そう。だから散歩に行こうよ」

「そうだな……一週間しかここ借りてねぇし、晴れてるうちにのんびり歩き回るか」

　賛同されたのがよほど嬉しいのか、深雪はにっこり微笑んだ。縛られるもののなくなった深雪は、ここのところずっとはしゃいでいる。実年齢より幼く感じるのは、彼の経験の薄さのせいだろう。けれどそれでいい。知らないことは、全部自分が教えればいいのだ。

　深雪の頭をポンと撫で、ベッドから降りる。開け放たれた窓に近づくと、うーんと大きく身体を伸ばした。

　そんな嘉人に、深雪がそっと寄り添ってくる。

「……どうした？」

「ん……なんか、確かめたくなったから」

「何を？」

「嘉人が、ここにいること」

　じっと身体を押しつけるようにして、深雪が嘉人に身体を寄せる。

　手を取り、指を絡め、その体温に感じ入るように、深雪は深く深呼吸した。

「今まで、知らなかったんだ。こうやって、誰かと手を握ると暖かいんだ、って」

「……子どもの頃は？」

「気づいたときには、一人だった。前を歩くのは母さんで……僕はその後ろを、一人で走ってたんだ」

「……そうか」

　手を繋ぐ、という経験は、嘉人にもある。母親とどこかに出掛けたときは、変なところに行ったら困るから、と必ず手を握られた。もう子どもじゃないのにと、拗ねるような年齢になるまではどこでも、必ず、ずっと――こうやって手を繋いだ。

　深雪は、当たり前のものを知らない。与えられずに生きてきた。

　それなら、自分が与えてやる。しっかりと、指を絡める。

「……お前に、いろいろやるからな。こういう暖かいのも……そうじゃないのも」

「もう、もらってるよ。誰かと一緒にご飯食べるのは美味しいんだとか、洗濯物をたたむのを手伝ってくれる人がいるんだとか、夜、布団の中で一人で泣かなくていいんだとか、他にも……他にも、いろいろ」

　嘉人が当たり前に持っていたものを、深雪はひとつも持っていない。

　嘉人が一瞬で失ったものも、深雪はやっぱり持っていない。

　手に入れてしまうから、いつか失う。失う恐怖に怯える。怖くて、涙が出る夜もある。

　だけど、それでいいのかもしれない。嘉人はそっと、深雪の肩を抱き寄せた。

「とりあえず、メシ食おうぜ。朝食は――」

「作ってあるよ。スープとサラダ、あとはパン」

「おう、サンキュ。んじゃ、飯食って出掛けるか」

「うん！」

　誰も自分たちを知らない場所へ、どこまでもどこまでも進んでいく。

　この旅の終着点が、あるのかどうかもわからない。それでも、嘉人は構わなかった。

　猫のように擦り寄るこの少年と、一生一緒にいられるのなら、どこだって。

　身体に染み渡る幸福を感じながら、嘉人は窓に背を向けた。
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